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らしいものでないからである.さらに㊥の屋根乱 ⑧節句,①その他は,島内がⅢ親等まで,町内が

1t親等までと全く同様の傾向を示しているが尾根葦きほ, 革耳きが少なく,小規模な家臣であるた

め,遠 b-カ､ら手助けを求めることもなく,節句は,この土地において,それほど亜要な行事でないた

めである,その他は④～㊨までの交際はもちろん,その他生活のか ､)ゆる面にわたって交際している

というものである.そのため,Ⅵ,V親等以下との交際が島内q)みこ2戸あるのも,地理的に近接し

ている場合に限定されていることを示しているのである. また,④経済的に 困った時,⑥出JiiTl.の時

が,町内とm親等まての間に集中している.お金の斜.]i･,'i:ど経済的な援助関係をもてるのは,面接の

機会も多く,親密な関係を日頃からもてる山内の親子,兄弟,叔父母が中心であり,それてまかなえ

ない暗に,I:JT,Iブヨの従兄弟姉妹,lll]一内の叔父母まで範田/i-仏げるのである.また,出JJl'Iの蜘 よ,同じ祝儀

としての結婚の時よりも,交際が一般化していず町内に居住しているn親等 (叔父母,甥姪)が,良

内のIV親等 (従兄弟姉妹)までの交際で面接の機会も多く,'it佃 こ往き来している親類の間で取り交

されているものて④の場合ほと並要な契機ではない,⑥建築の時,①病気見舞の時は,いずれも,):,-,

内がV親等まで町内がm親等までにほとんど醍rF･しており,その他は⑥①とも‥I_.I.I,･内に,Ⅵ親等以下

が各1戸, I,m親等に,県外郡内各1戸があるのみである,⑥と①ほ書凶軸と相反する交際内容で

あるが,建築の場合は新_'J39を考えればよいが,病気見舞はその程度か不明確であるが,⑥のFTi度であ

るとすれば,日常交際上,かなり濃い親頬臥 ししか_,:ij際が行なわれていないようである.⑧結婚,㊨

JE夫,①法事の場合は.交際内容の中でその数が最も多いものである.㊥⑧①いずれも,島内は,Vl

親等以下まで交際し,また,媒外は㊥が111親等,⑳①がnl親等までであるが,親等かLJも,地域的な

広がりからも,他と比べて幅広い交際の内容を示している点,特長的である.

父方全体を要約すると,まず,いずれの交際内容の場合も約90%以上がV親等以内で詳しくは,㊨

㊥⑥①のみであり,他はⅣ親等以内と非常に親等が若く,さらに地域的にはIu]内がほとんど90%以上

で,その中でも,島内は,全親頬のほほ80%以上を占めている場合が多い.また,少ない比率を占め

ているが,lq親等,Ⅵ親等以下は⑧㊨㊥⑥①①等の交際内容においてみられるが,いずれも,部落内

か,島内に限られており,逆に,郡内,県内,県外の親兼削ま㊥◎⑧⑥①①にみられるが,いずれも肘

親等以内てあり,とくに県外の場合は⑧を除いて全てn親等以内てある.さらに,EJ常生活の中で交

際内容が占める壷要性がその教範の多少によって決定できるとすれば,⑧①D①⑥が-平均して多く,

⑥④⑪①㊦㊤などがそれについでいる.一般的に親斯交際の決定的指標は,葬式の時に,親塀として

往き来があるかどうかであるといわれている.しかし,ここでは,大体親矧 ま,ⅣからV親等までて

あるために.葬式のみが,親族交際の決定的指標となっていないのである.

では,妻方の場合はどうであろうか.④⑥⑥㊦㊥㊨①は地域的には,町内までで,全て‖親等だけ

であり,⑧◎⑥①①はほとんどかJV親等までL,底辺とし,町内までを高さとする逆三角形を形造って

いる.すなわち, I, ",Ⅲ親等で頭.I.'.(,内がほぼ8O%以上を占めており,それ以外については,⑧⑧

⑥①①においてⅣ親等まで行なわれているが,全て入鹿地区内で,さらに,町内や④⑧①などLr...外が

あるが,全て打親等である.このように親 串̂の低いものは鴻巣郎qの剛 作が近く而接の機会が多く.児

外の とうに遠い卿 罰の場合は,兄獅 市妹だけてあるi:うに掛 ､親街であり,親等が,FSけ,寸tば.遠くて

ち,また親等が低け九は 近い親桝の間で交際がなされていることが明らかである.
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さて,入弛Gr)親嬢の交際内容を全体的に特長づけIrみ九は,父方と委力を比較して,親等からも,

地域的な広がりからみても,親煩の絶対数からい-_､て]),全て父方の親族J･と際が広く, しかも緊密

で,妾方を圧倒している,これはEl本にみられる父系亜視の一般的状況の結果なのてあろう.'さら

に.前述してきた1うに,,l.I.I,･内婿が多いことが明らかであるが,一般的に農村なとの場合,VT親等は

も♭ろん,Ⅵ親等以下の古い親方iまで,生活上のあらゆる面の交際をする傾向が強いが,農村が30-

50戸と比較的小規模の孤立的な/･lT=1占圏である場合が多いのに対して,ここではLL:)という特殊捌lJJ･と漁

業という互いに協力を心賓とする同'Li性と,200戸内外という比較的大規模な生1.1三J団であるところか

ら,島内婚が多いにもかかわらず,あまりにも多くの親廟か生じているため,経折的な零細性ともあ

いまって,親燦が若い親等で区切られているのである.

次に,北浦の場合はどうだろうか.第7蓑をみてもわかる通り,前述した入鹿と全休的にはは同様

の傾向を示している.まず父方についてみると,いずれの交際内容も,全て,TV親等以内で,そのう

ちu)親等以内が㊥⑦-,i,除く他が80%以上であり,これらの親族は町内にほぼ誹)%以上が集中し,分布

している.しかも,その中で.多くの場合,良和こおける分布が70%以上でもある.また,郡内,県

I,1,県外は,全体からみるとその比率は小さいが,㊤の例を挽く全てが,1親等 (親子)n親等 (兄
弟姉妹)紅IS)い-)れ さらに,Ⅳ規等の場合は,逆に比内が主であるが,町内までに限定されている.

また,各交際内容の丑という点をみると,㊥⑳⑥①⑦等がヰ均して多く,入館の場合と同様,親族関

係を消滅させる契機が必ずLも葬式でなく,あくまでも,各々の経済的な串帖に照らLながら,大体

血縁の好摩によって,人為的に行なわれているようである.その人為的な血縁の確度が島内町内の場

令,Ⅳ親等であるといえる.

さて,要方の場合は,全体的にみて, I, は親乳 すなわち妻の奨家,妻の兄弟姉妹とのあらゆる

面での交際が,90%以上を占め地域的には,r全.視軸の70%以 ヒが町内に分布している.⑥⑥において

N親等で郡内に2戸の親族があるれ Ⅲ親等の㊥◎⑳◎①における各1戸はいずれも組内であり,㊨

㊥⑥㊥⑥①①①における県内,県外の親族は全て, T親等である.さらに,入鹿と比べて,㊥⑥⑳㊦

⑥①など,北浦の方が全般的に要方の交際内容れ その幅もその度合も大きいようてある.しかし,

父方には,入鹿と同様まだ及はrJ:い,以 Lの如く,先に述べた入鹿の場合の親族交際における特長と

同様であるといえる.

以上の如く,親族の地域別親等別分布,さらにその交際内容を検討してきたれ これらの親族の中

では全て平等に交際しているとはいえないてあろう.この点について ｢多くの親族の中で最も蹟く付

合っている家から,あまり濃くない家までの順番をつけて下さいC｣ と矧こurJL,大体5番目までとそ

の他に区別してもらった,但し,必ずしも,5番目までが1戸ずつとは限らない.以下ではこの結果

をもとに親族結合の度合を北浦の場合を例として明らかにしてみたい.

まず,蝦も濃い親族についてみると,第9表のかく,地域的には北浦が最も多く,ついで島内,町

内とより近い親族が多く,親等別には, 汀親等が娼41J/,く,つづいて,】親等てmⅣ属等IL1)うずつ

ある.地域別親等別分布をみると,.1∴津｣婿が多いLd)当然のことであるが,北浦-CI,11親等か氾 !,

多く,ついで.Ll,内のn親等が圧倒的に多い.また父方か変嫁方よりかなり多く,TL親等の切合,少L

ではあるが県外にも及んでいることも注目してよい.交際内容からみると約64%がAの経済的に困っ
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第 9表 1- 番 目 に 濃 い 親 族

二㍍∴ 父 方 妻･ い l 山 f N l 計 ■-.IT l m嬢 ポ 言.- . F申 1V.ETI計

北 楠 内 5 4 9 1 1 II 2 6 5 一 ∴
頒 島 内 2 1 3 1 3 4 17 5 1 7

町 内 2 1 3 1 13 3 1 4

郡 内県 内県 外 】 3 1131 3 33l 33

た時を含む全件.情面にわたっておT),他のjav=拾 もAを隙くかなL)仏穐田のもので,地域的な叢も多少

んられる.交際の回数については侮｢1数何曲ほしているのが北浦,島内のうち約61%で町内までは全

て月5-10回の面接の機会を得ている.しかし,面接の機会に想まれていない親族も少数ではあるか

存在している.

2番Llの親族は第10表のiE1_ALL)であるれ 地域別にみ/A,と, JJ,再が蔵も多く.ついで北浦,町内の順

第 10表 二 番 目 に 濃 い 親 族

､＼ 親族.＼ 規等別地域別 ■＼ 父 方 事. 嫁 方 合 計l l q mlN A計 llntnnf 計 l m m nT 計

北 浦 内研 比 内n1丁 内 1 51 41 ･l11 ･二 1 33 2 639 1214 574 111 3 7135郡 内 1 1 2 117 2

県 内県 外 f

となっており,親等別には n親等が粒も多いが.1親等,m親等と比較的その豊か少なくなってい

る.地域別,親等別分布をみると, 島内の n親等, 北浦内の 11親等が多いが,i-.lj内までの H,I,

〟,m親等にかなり平均して分布し,全体の73%とT,l親等中心の 1番濃 い親等より約10%増加し

さらに郡内までと地域が狭 くなっている.また長月より父方がFf倒的に多い.交際内容からみると,

Aの細 '紺JJ/.亡El二助が40%と1llfr濃い親臥 ヒ()も24%も減少しているだけで 他はあまr)弟はみられな

い.lTq数はJコ,内のうF)50%が妬日数阿南械してお(),町内までのほとんとは,日に2-10回の面はの

機会を得ている.郡内になるとやほ(),年に10-20回得度である,交際のl_pL数に親1̂-6-･の差が少しみら

れるが,地域的L/i:条件が決riE的要因である, ､
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3番目の親類は,第11豪の如く特長的なことはD,･内のⅣ親等までの親等的な広がりt,あるが, さら

に,打,1親等の町内,町外までの地域的な広がりが著しく,1番の親矧 ま7,"親等において北浦,

･3'ill表 _-: 番 臼 に 淡 い 親 族

ー跳‰T.:".Jl 父 方 J jE . 媛 方 合 計

地域別 l u m J Ⅳ 計 ll打 附 Ⅳ｣L⊥⊥l n u ` Ⅳ い l.

北 浦 内 l血 11'j 内 1 ･｢ ｢ 2 2 3 1 4ll 17

町 内 1 l 1 1 521l l 6 2 5 7郡 内 2 汁 2 2 2 4

≡ ,pqL I 2 11 2 11 31

2齢はL,'Jq内か中心てあったのか,町内に移っていることである,父方と車力嫁プ)とを比較してみると,

数的にはほぼ同じとなり,父方は島内においてⅣ親等まで,地域的には l親等が町内まで広がりをみ

せているが,妻方はn親等がほとんどで,しかも91,i;外までおよんでいる.交際内容からみると,A経

済的に困った ときが,約26%であり,①②番目の凍煩より低いが,町内までは,㊥◎◎㊦◎①①など

,ほとんでその交際内容に差異がみられない. 回数については, Ill,内までで毎日面接して いるのほ

約37%と低下し町内までは全部年10回～15担は での問で,郡内以外になると粒高年10回までで,4-

5回が最も多い.

4帝臥 5番口の親掛 こなると第12.13蓑のよ･)に地域別では町内がその中心となり.親等･'.別てほ

)1親等よりもn)親等か比並を増してくるのも当然といえよう.また,父方,蛮IP,嫁方もあまり差は

みられない.交際内容は4嵐 5番目の渦輪の中でわずかに 1戸ずってあるが,地域に変J)なく⑧⑥

◎◎①⑦と儀礼的な交際が多いが.かな.)広簡田の交際内容をみせている.rEl数については4番目の

第 12表 出 酋 臼



第 13表 五 番 目 に 濃 い 親 族

こ 別竺筆 B虹 巾 l音 信 -.m# [Ⅳ方 ㌃ .l含申 ｢㌫

董 牛県 内県 外 l1i 1 1IZ T3J. 辛 仁I4 H 2 35l lー

親仰の中で,毎日面接するというのか島内に 1戸あり,.1L'.I,内で月10回3戸,町内月1-2回2戸,年

2-10回3戸,郡内年10回とな･,て,B.り,5稀目の切付も,毎EJ血接す るのは. .li..j内とl町内に各 1

)[-あり,その他町内まで月2-15回5戸.年10回l戸,I.li内は何が特別なことがあった時 1戸という

ように4,5番目とも回数に大差がみられない.

壁するに.地域別では 1番淡い規頬が北浦内に,2番目が島内,3番目が払内と町内,4,5番目

が町内に巌も多く集中し.これを親等別にみると,3前日までは n親等が圧倒的に多く,それに 1番

目に I親等,2番Flに I,n,Ⅳ親等.3番目に 1.IV親等がつづき,4,5番目は 11,m,Ⅳ親等

がほは川数で平均化している.地竣別,親等別にみると,Ⅳ親等は全体で約12%あるが,1例を除 く

全てが島内であり,n親等も12%を占めているが, 2例を除 くほかは島内である. 1 ¶親T･の場

令,1-5番目になるにつれ 地域が北浦から県外へと広がっていく仰向にある.このように親等と地

域性は親族結合の決定する大きな紫朗であることが明らかであるOまた,父)fと妾,嫁力を比較する

と1,2番目は父方が圧倒的てL.:F),73が,3番目以降になると.両者が同率となってくる.交際の内容

については④⑧⑥㊥⑥㊥①①など広い範l柑:こわたっているが. 1-5番目になるにつれ,㊥の文際の

比率が減少し,儀礼的な交際になる仙向がみL')氷る.交際の回数は1荷から下ろに従い,E.-,内におけ

る毎日安際する家の比率が減少するが,1モ体的に親等による若･千の花興がみられるのみで,郡内以遠

になると地域性が決定的顛困となっている.

以上は北浦の13戸 (1戸未調丑)の158戸の親机の車から, 51YT川 までの親族について全般的に検

討してきたが,これを各戸の親塀の序列を 決定-T-ち-).L,tや･に つい.しい別にみると,地他作と親等の両

渚の相関側孫によって序列づけていたとみられる家′)ミ6)I.,このう己.,て,島内まて:よ交際の回数に基

かなく,町内までは交際内容の中にあまり追いがみられず,大体父方が髄先している.これと雛似性

のあるのが,父方が1,2番目,誕方が3,4番目というように父方が機先し,しかも,郡内まで地

域姓,親等,回数に閲lJfぬ く,度プJは親等,地域化 rnl放i--より序列づけちれ いずれも交際内容は

た興がみち)t/Lい家が2戸ある.漢/こ,親等のみて,Lかも父九 蛮力.嫁方差別/i:くけ列づけ吊 1

ていた'#が2戸. しかし.同親等の槻合は近い親族のフケが順位は上であり.3番Elまでほ交際JJl容,

回数に差がみられない その他Ⅵ親等までであるが,郡内まで地域性,親等,回数,交際内容に触じモ1
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係;ニ序列づけちれていた家が3戸ある.この点,5番目以外の親族を示している第14表をみてもわか

る通り,全体の36%を占め,全般町 =地域的にはともかく親等の低い親族が 多いようである･ しか

し,北浦和 島内,あるいは町内に転ける親了,兄弟等は面接の棟全も多く,交際内容も⑧◎⑳◎㊥

第 14表 F.番 目 以 降 の 親 族

＼＼.､拙族.･＼伐で別 父 方 & .嫁 方 i 合 計

地域削 -.申 n弓V ､1肌U.l1日 m回 計 1回 申 J vfv.-晶L計

董 芸 g T l 32:･ l7 23 4…ー2川 1 .11 23 2 5l2 3 1 71: :31 71 5 冒 ll.1 7 6宜 14 152十 十 1 41 191931;

(註) 父.凄両プアの呪難の戦合は淡い方をとり,またJlFL'位兼好笛のものは除いたc

O①と儀礼的な内容であるが巾広いことを示している.これから考えられることは地域性,親等,回

数,交際内容以外に濃い親族として結びつける何物かがあるのだろうかという疑f'L)lである.

これまで明らかなように,冬くの親族が全て平等に生活連関をもっているのではない.日常生活上

頂要な互助関係にある場合や,全く儀礼的な関係の親族もある.しかし,親族は最初から齢 L的形式

的な結合関係にあるものではない.親子開陳から兄弟姉妹 .伯叔父臥 甥姪,従兄弟姉妹,伯叔祖父

守,などと世代の交代により血縁関係が蒔くなっていく.これに地域的な遠近が大きな要因となり,

交際の内容,回数にその品的罰的な増減をもたらし.これが血縁関係の稀帝化していく進俊を早めた

り遅らせたりしている.北浦では. 1親等からⅣ親等までの間で循環しているといえよう.

同 族 ･親 族 ･粗

最後に部落内において,あるいはそれ以上の範田において家と家の閲でみられる日常交際における

社会朗係を探り,北浦,入促の基礎的岱田である同族,組,さらに親族が 1個の胡三田として,Lf:_盾共

同体として,日常生活上果している役割を検討してこの稀を終りたい.

第15,16表は(1)｢親しく往き来している家｣(2)｢物の貸借をしている家｣(3)｢祝儀,不祝儀

以外におすそわけしたりする家｣(4)｢何かと相談したりできる家｣(5)｢逆にお宅を相談相手とし

ている家｣についての質問の結果を社会関係別,地域別に整理したものである.

まず北浦の場合,｢親しく往き来している家｣については親族7)li最も多いが,TLJJ族の全部が親族の中

に含まれており,その点を考えると組内凶係とほは同率となる.何んでも話し合い.ちょっとしたこ

とでも手伝い合うという近所同志の交際が全てである.｢物の貸借｣については,市柄の性質上わざわ

ざ遠くまで行くことはないこともあって,組内湘係が多く,同族,親族がこれにつづく.貸借される物

品は冠婚葬祭時の接待器具をはじめ.幾A,小道A,日用品.食料品,衣筋,小金などである.同封的な

生活を営んでいることから,同族,親族に限らず近所に依存しているのである,｢祝儀･不祝儀以外の
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第 15表 (入 鹿)

毒蛾芸で 鑓＼ ､ 親 ~族 l他 1<̂ -Ji .Fq｢ 缶 二男 L禦 ,人 計ILqfm回 ＼′ⅥF宗

描 仁 ■刷 i, : i l 宣 誓

劣の貸借 入 苑 内):-77 内そ の 他汁 ( . I : m 日 F I Jt11l 侶 ≡

I l : 宜 ■ 侶 L l : I :3:

品 鳥 凍 害｡tfof .そ 冨 仙 1日 24(1,11 7(1)II,llll… 2 1 仁 l 11 l; + 十 十1 58 31(1)

(証) ()内は同族の血蛭間鼠

や りとり｣ I,.組内が最も多く.親族,同族の順となっている.組内の頃合が多くなるO-)紘,親族と

して交際しているのが,大体Ⅳ親等までであり,他人といっ-′二もⅣ祝等以下の 親族 もか なりあ るた

め,組内同志での結合は親族と変らぬほど,親密感がか )強いのである･.具体的には お土庵や御馳
走などのおすそわけであるが,これも組内では,殆んどの家の関で行なわれている.ついで ｢イuTかと

相談したE)頗 りにできる家 [として,3人ほどあげてもら･,た中では,やは り親族が蝦も多く,その

うナノで し父方,妻方の 1,n親乳 しかもE?,内までが圧倒的に多い.組内の他人,同族がそれにつづ

く.その内容は金銭的な面が応も多 く,結婚.家の雄三艶 土地恥入 商っJL･,仕IJl.ILEli.比業経常 子供

の就職,家庭問題などあらゆる面にわたっている場合 もある.逆に !たよりにされる家 ,としては.

甲は り親族がAlも多 く,組内の他人 同族がそれにつづいている.また,その内容は,(4)のu"治 と

変 らず,とくに親族の場合(4)ち(5)も地域的lJ:分布比 北輔内とF.･,札 町,郡内などが11日皇はして
いる.

入臆の切合,同族が組内に侶 11~していないため,その比率か皆無てある. したがって,あらゆる面

にわたって-親族と如内, )･?JFhlの知人が竜顔な役割を-Fitしている,まず(1)についてみると,机内関

係が位も多 く,それに他部帯の知^,組内外の親族がそれにつづいている.その交際の内容は,祝杭

の喝合はもちろんであるが,その他の知人の槻今も,親族と同 じJ:うに,あらゆる面にわたって,.̂潤
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第 16表 (北 浦 )

親 族 他人 汁
父 _｣ L _一 ･. 事 方 一腹

l " T 五 ｢ .申 回 晶 丁 ｢｡ 恒 男方

管 ?.E浦 買い杵 その 他釆 計 皿 …(';に J 2ー 21 汁 ll,5 34(7)135(7)

(';T T 四 川 県 30(4)30(4)

(':; 22('Ⅲ L 皿 肌 26(4)329(4)

④頼寄りになら 淵 !… 33 ∴ : 20(3)3932(3)

⑤斬る,.9,家ド.ちれ 1315 l 吊 廿 1113 22J:'lll I 123 12(3)10628(3)

(証) ( )内は同族Q)血操的係

に往来している.(2)については,組内関係と親族が通 も多い.組外も殆んど隣接 している地域であ

る.貸借の物晶も北浦の助命と同様てある.(3)についても北浦と同様で親族はもちろん,組内関係

も非常に多い.(4)の場合北浦よりも細れ しかも晶内の親頬が濃も多 く, 知人の 場合も同様 であ

る.その内容も金銭面が億も多く,ついで結婚, 子供の将来などの家庭の 問題が主 なもので ある,

(5)の問の場合,互いに頼 り合 うというのが多く,(4)と同様の傾向を示 している.

墳するに,個人的な家庭とか経済的な問題等の場合は,親族が圧倒的に高い割合を示 している.盟

族も中には町内,県外にまで拡大 しているが,主なものは組内,島内で殆んど賄われているようであ

る.それと家の浮沈にかかわる1重要な問題はともか くとして,その他の比校的小さな問題の場合,普

たちょっと困った時などの互助は,組内あるいは隣越した組に求めていることが明らかである.また

同族については全 く親族関係にあるため,北浦の枕令はかな り日常生活上の互助Lig係がみられるが,

親族,組はど重野な意味を持 っていない.この息 地線的な結合関係のない入鹿の場合がその典型で

あろう.したがって北軌 入鹿両部落てほ,親族と組がそれ以上に地域的に拡大する傾向はあるとし

ても鳥という自然条件の下で島内婿,生活の同矧 生等の許条件に貰えられながら,島民の't:.活卜決定

的な役割を果していることは明らかである.

(詳1)紙数の馴現により, ｢--i:婦の家庭内での地位と役割｣については別の機会に発表することに

し割蜜 Lll｡ (萩 原 一 之)
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2. 日 生 町 協 同 組 合

第 1茸 日 生 町 の 産 業 分 布

日,tutJ-全体の産業就業別人口,世滞数をみていくことによって,我^のテーマである日生 ･頭払漁

業協同組%,日生 ･福河段菜協同組合の位位付けを行ない.現在の日生町の状態をみることにする.

第1節 全 体 の 座 業 分 布

(表1)から分るように,第1次虚菜･.i昭和15年から昭和22年にかけて増加したのみで,その衡 工

減少の-･速を辿っている.この内訳については,昭和15年から1Pj和22年にかけての増加は戦後の引陽

げによるものであろう.又,この内昭和30年了ででは,漁業就業者は平均550人 くいらいで,あまり大

きく変化していないが昭和35年になると371人と大きく変っていち.Flq風 土昭和22年がやIよりど-ク

で,その後徐々に減って行き,晩発と同じように昭和35ir'･-Cは大きく減っている.これ州也拒業へ移

2.800Ll

22 25 30 35%

(就 繋 別 人 L't)

っていったのであろう.次に第2次産顎においては,

(表1)のように急速な増加を示している.特に製造

弟においては昭和15年から昭和22年の間に2倍く･､らい

増加し,昭和25年では1,464人となり, 昭和35年では

2.374人と大きく変化している.kLr設業,鉱業はそれ

ぞれ170̂ ,10人く＼＼らいて大した変化はJ*ら,ilない.

次に祈3次産業部門においては全体的に増加Lている

が,それが,第2次産業ほどの増加率を示していない

のは,地域性､交通条件などが作用しているからてあ

ろう.

次に世帯数の面からみてみると, (蓑2)の [うに

なり,

第 1次

J確認において昭和22年からIT7d和25年に減って,又,昭

和30年に増加している･lnよ.軌後の引鍬 f著が再転し

たことによるのであろう.又,就業別人口は減って,

世群数が増加している部は兼業化Lていったためであ

ろう.その内で特に大きな変化としてほ,El<L実世帯数

が昭和22年の666戸が,昭和25年に372戸と大きく減

り,又,昭和30年になってほ817戸と大きく増加して

いる.汎発ではだいたい500戸から600戸の問で上下し
ている.

次に帝2次座業では･tlr･はり製)芯T業か増加し,ロ開口25
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年の665戸から,昭和30年の1494戸と大きく岬している. しかし,その割に就業人口が 増加していな

いことから小規模経営であることが分る.

第 3次産繋部門は昭和25年まで減少し,そIt以後は逆に昭和30年には戸数で4倍,就菜人口では約

1,5倍に増加している.これは戸数の増加に1ろものであろう.

第2節 日 生 漁 業 の 状 態

第 1節て述べたように,就業人口は減少過程にあり,又,世帯数との関係では昭和30年:こついてみ

ると,ほとんどが一世帯に1人と言うぐらいで,経営規模が小さく,その上,町内の煉瓦工業,魁嗣

工濃へと労働力は移動しつつあり,漁業は老人化,兼業化しつつある.日生は都市的性格も含んでい

ることから過剰労働力を他へ移すことが可能な状態にあることによるものであろう.しかし,その反

面義姉において,小親疎経営からの脱皮の道も考えられている.漁業協同組合もその方向を)経過する

(第 1衷)
拝′左摘i級別結果表 (第3次七ソサ久しり)

総 数軸r;潮力のみ1噸 未満 15, 円 琵常 協J.'iJ糾合1 )=l;同株常1

2日 2: 1 1

1-3 吋i 33 33

3-5 噸 . 62 1 62

5-.10 噸 3 3

30-100噸 1

大判定降網 l l

小 〝 22 22

カ キ 発 布 3 3

次に漁業棟桁別にみると (第2表) のようになり,

｣子が必要であろう.

具体的に述べてみると,昭ノ和38年 3月31日現

在 日Jt漁協的係では漁家総数199戸で,専第143

戸.第1榔兼業34戸,第 2粍兼業22FJ'となって

おり. 頭島においてほ, 総数91戸で, 専業40

戸,第 1糠兼業7戸,第2種誰業44戸となって

おる.そして第2唖兼業は工として森下製網な

ど同地区の工場に流動して いるもの が1で あ

る.

次に経営規模の面では (第 1表)のように3

-5噸が 1番多く, 2番目が 1- 3噸, 3番目

が 1噸未満で, それも全部個人経 営であ る.

又,30-100噸 は｢l生漁業協同組合 日常の神汗
丸である.

3-5噸は主として庶びき網, 縦びき網に便

(第2表) 漁 業 概 筋 別 経 営 体 数 (第3次センサス)

総 数 漁 船非 使用無軌ノJの 人動 ノJ1噸兼 1号轟 噸 5-10噸30-100噸姦轟 性講I完 蒜その他感 触

総 数庇 び き縦 ぴ き網〝 横 JJくき網 157884 巨l 2932 33221 l 62611 32 1 1 日 ,lli 3

// そ の 他 3 13 13 1 1fl;rlJ網 (サケ.マス)〝 その他(i)I.日flJ網) 16

lJ 〝(MLjii刺網) 4 3 1



釣, は え た わ

〝 釣

〟 は え な わ

大 型 定 置 網

小 〝

そ の 他 の 漁 柴

カ キ il主 砲

そ の 他 の 瑞 穂

採 貝

(∠

EJ

1

2

4

3

つ
】

2

1

っており,又,1-3咽も同じである.次に小型定位網が大きな位堤をしめている.1噸未満は色々

な漁業に従事しており.それが第3位を占め決して少なくないことからも,漁業の不安定さが表われ

ている.

経営資金面についてみると, (第5表)のごとく,3-5崎は借入金なしには緑営が成りたたない

(第3表) 漁業用資金のおもな借入別経営体数 (舞J'3次セソサス)

借入金ナシ 漁港系統機的 般林漁業釧 J銀 行 区の他の金融機画そ の 他

総 数無 動 力 の み1 櫛 未 満1 - 3 噸 3611610 394 つ l s I 56 1 18j J l t 1冒 ;

3 - 5 峨 33 24ll 2 I 2 30 1

5 - 10 噸30 - 100 鴫i大 型 定 rrJ7 網 l 1

小 〝 2 3 3

カ キ 魂 殖 1 2

ことを示している.又.借入先が漁淡系統機関が2番目で,その他の金融機関が多いことも注目しな

ければならない.

以上と関連して,保険加入状況を見ると全体で108要が加入し, その内3- 5噸が58豊, 小型定旺

約22,1-3噸が20隻の順になっていて,1噸未満の動力船はほとんと入っていない.このように経営

自体が不安定であるとともに1噸未満では保険さえ入れない状態である.

又労働力の面では,不足していないのがわずか819で,他は雇用者Or)不息 若年労働力の不足,経

験労働者の不足が大多数をしめている.そしてそれは小規模経営と過重労働の問題が解決しないかぎ

り,根本的な解酢 二はならない/ミろう.
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第 2章 日 生 漁 業 協 同 組 合

第1節 組 轍 の 性 格

当組合の糾合貝は昭和27年に272名,28年に172名,39年191名 と28年に第 2鹿北業者,非漁演者を

処分し,純漁業者の組合としての性格付を行なった,それにより,組合の財政的基礎廿もなされ,又

線状'Ful題等も漁演者内の問題となるようになった.現在では191名中正組合員121名,準組合員71名で

ある.そして漁協l非豚 の漁業数は専業1437,,第 1柾兼業34名,第2櫛兼繋22名, 員外漁家75名であ

り,この数は昭和38年3月31EJ現在の放であるから,1年｢冊ニ8名処分されている-･11'になる.しかし

まだ窮2番拍巨業者が11%く､.らいいる.

次に組合の椛成をみると,最高意志の決定機｢削こ総会があり,これは通常総会が年 1乱 文臨時総

会も更訂Hこよって開かれる.組合の日常の某聯執行上の意志決定機関としての鞄事があり,この梢成

は第4表,第5表のようになっている.現在の組合長S.T氏は昭和38年度から就任し, それ弦では現

在の日生町長K.T氏であった.

(約 4衷) 日生漁協のFJ将 の構成 (昭和39年度) 又この表を見ても解かるように,当組合員の構

組合長 理解 S.T 常 勤 非 汎 発

理 事 S,K 非常勤 ツ ボ 網

// S.H // //

/′ I-T.M // そ の 他

//〟 T.K // 小塑底曳網S.K 〟 〟

〟 冗.K // ?

戒は組合長を のぞいてすべて専業者で 占めら

れ,組合員の階層桃成における2大勢力,すな

わちツボ網業者と,小型庶曳業者とにほとんど

占められているのである.そして当組合の))-

ターシップは員外者の手によってしめられてい

て,又前糾合長が現在の町長である 小などか

ら,組合長は町の有力者がついている.これに

(第5表)既姫の構成(昭和39年度)

(漁脇ff料より)

).i漁業岩が労働力不足から出ることが㈹来ない市.人材

の不足などが考えられる.さらに2大勢力の争いをまと

める仲介的役湖il,するとともに,漁場の管軌 漁民の統

制をするには,どうしても町の有力者でなければならな

か.,たということにも河!由があった.

監 如 Z.H ツ ポ 網

// E.H 小 型 放 血

〟 T,冗 //

〟 N.Y ∫/

(漁協'IE料j:り)

第2節 糾合の資本形成と収益

当組合の昭和39年 3月31日現在の総弊産は7,20071円であ1て,その内信用ll.''紫野座1,400万円,経

済溺兼資産900万円,固定繁藤4.800万円となっており,かなりの折本酢に達している.叉白己や赤で

はlF]金額500円で,払込済州資金4,776,000円である.
次に質齢 '･坦用-卸をみると,固定梁塵2.700万円 (54%), 耗動資産900万円 (18%),信用部課賢産
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1,400万円 (28%)となっておる.

ここで収益を検討すると,昭和38年度に黒字を生じた-tri果部門は肪買水菜の15万円,販買本巣の

314万円,自営事業の798万円,利用軸二業の88千円であり,他の部門は赤字である.すなわち,信用事

業の74万円,製氷事業の10万円,指導雑業の131万円,管理の550万円となっており,全体では思す

ll,358千円,赤字765万円で′T{字3,708千円となって･13菜状態は非常に良い.このように組封土自営事

莱,手数料によって:.TJl営されているが,その中ても,日営部課はあらゆる赤字をうめる最も大きな7JTr

業であり,そ0)緑営成鰍 ま当組合を左右するものである.しかしこの収益は全然組合Llに支払われて

第 3卸 組 合 の 自 営 事 業

当組合においては 自営杏葉として,魁氷,冷凍和英,自営船 "神洋丸"による北洋のサケ･マス

漁業を行っている.

1.組合の漁船t上l営小溝について

当組合において, tt神洋九"が活動を始めたのは 昭和31年からで, その建造Yi:金は,漁業権証券

400万円,i]_1'<L林漁業公坪より900万円の借入金によって賄われている.そして現在ではしかもこの借入

金はほとんど支払われ,事業自体も組合にとってなくてほならぬものとなっており,組合も相当な力

を入れている.

事業成折は.昭和33年度に.総収入17.386千円.これから直接本業W.tllI13,634千円を引くと,朋収

入3,752千円,更に減価依却費4,141千円を差し引くと389千円の赤字となっておるが, これが昭和38

年度になると総収入3-546万円で直接和深鎖1.276万円､減lJJLiL孜却杓442万円ででこれから純収入は833

万円と非常に大きな数を示している.又水揚紬 よ(第6表)のごとくである.

(第6.i) 漁 椎 高

主要漁印別 水 拷 l叫
数 J71二 食 Lrll'ii

サ ケ.マ ス 87,013kg 22,519,615円

サ ソ マ 327.524kg 12,785.554円

(漁脇5:'f料より)

青年はその方面に吸収されている小も考えられる

この事業は頭初漁家の 2,3男対策 として

始められ たのであるが,最初の 1カ年間だ

け,若干人数の地元漁夫か乗船したが,その

後は,すべて香川県の漁夫を解用している.

その理由としてほ,地元漁漂着が遠洋漁淋こ

なれないため,乗船希望者が少ないこと,節

2に自営非業に対する組合員の無関心から来

ているのだろう.叉地元に労働市場があり,

これにJ:り当組合における肖営事業において,最

初のflP念をrl微されなかったことは たきlJ:問題であるといってJ:かろう.

2.製氷,冷凍都築について

訪英成机からみていくと,昭和38年度においては,総収入2,410千円で,それに対し減価依却焚363

千円,直接都築経難2,155千円で,赤字が108千円である.これは自営漁船の収入によってまかなわれ

ておる,製氷については,製氷能力日産3順,貯水爺130崎の規模である一文冷凍では,冷践俸一冷

蔵能力42噸-である.利用面においては,熱水の場合ツボ網選者,カキ養殖者にかぎられている,袷
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嫌は1箱10円であつかっており,長期の場合は1カ月を2期に分けて利用している. 又冷凍の場合

も,義漁用飼料で,最近の状態としてほ,-7チ養魚,フグ毒漁が主である.

第4節 購 買 事 業

当組合の肪月水菜は,漁非資材,石油類,独酌規,無料,ゴム製品,簸工品,その他漁菜資材など

を取り扱っている.ここては全体の70%以上をしめている石油類,漁網好日こついてたけ述べることに

したい.

1.石油矧′二ついて

当組合の購買餌業の実執 よ(第7表)の通りである.

(第7表) 購 買 事 業 分 施

話＼ 総 倣 内 ,I_i- 油 撒

29 15,012,408円(100%)(1∞%) ll,807,760円(loo克)(78.7)

30 13,834,164 (92.2)(100 ) 9,928,225 (84.1) (70.7)

31 13,946,617 (92.9)(loo) 7.639,862 (64.7)(55.0)

32 10.158,441(67.7)(loo ) 6,344,513 (53.7)(62.4)

33 10,474,739 (69.7)(100 ) 6,276,405 (53.1) (59.8)

38 13,441,805 (86.0)(100 ) 4,856,333 (40.9) (36.0)

(漁船資料より)

昭和32,33年に減少して

いるのは小型民曳,ツホ鋼

業の不振 によるものであ

る.又昭和38年に増加して

いるのはカキの養殖がなさ

れたした′シ､らであろう.

次に石油について述べる

と,この利用者は主として

小型底曳,ツボ網漁巣であ

り,この不振が,おのずと

石油YLTlの減少にみちぴぃている.又当組介での販売形態は図のようになっている.

手 数 料
1

.↓

油
ー
｢〓

販 売

｣__良_監

支 払

一泡 茶 老

∴ ∴

共販所での

都
濃
分
丑
の
通
知

左記のような形でなされ,当地区で

は石油商店は2名で,漁業者への販売

については2枚の伝葉を作成し,1枚

を漁協-送る.漁1動よこの伝票にした

がって,毎朝の共販市場において各漁

業者の水揚の仕切から天引する.県漁

連と石油商店と漁協との関係は,漁協

が9'-潮狙こTlJJf菜分億を通知し,これにしたがって県漁連は手数料を石油商店に部求する｡衰血上は漁

協が蛇漁連を通じ,石Trhを取り扱っている形態になっているが,襲質的には供給を独占する個人経営

てある｡漁業者は漁1釦こ手数料として,4%を部}jiさJtている｡そして石油商店は何等Ji産的行為を

せずして,手数料を収納しているにすぎない｡

2.漁網販売について

昭和38年度の売上高は405万日で,全休の30%ぐらいしめ,これは大部分ツボ綱業者の利用である･

そして,ニ細 工地元の漁網公社から共同購入して.それを販売する形式である.しかし今rl漁協の酢

針拝業を利用することに｣こ/つて.執Ir1--常にと･,てあまり利益かない.又,建網業割 よ個人て刷女俳人

している.
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第5節 販 売 機 構 と 市 場

当組合の販売形態は生産地市場,消班他市場.中断地市場の3つの形態をかねそなえておl).当組

合の市場取扱総額は昭和38年度,129,503:臥 113,691,103円である, その内鮮魚は970,719巽で106,

450,903円,貝類は324,316民で7,240,200円である. これだけの水揚げの中で,地元消矧 よ60%てあ

る.これはR生町内20人,備前叩12人 三石町1人,虫明1人の仲買人によって売りさばかれ てい

る.魚軌 まあらゆる粍規にわたっているが.当地の産物で有名なエビ雛は約20%売りさばかれるたけ

である.叉地元外の市城としては岡山市に1人 姫路市に1人の伸男人によって岡山市場,姫路Tい易

へだされている.

次に共同出荷としては,小型底曳網で取れたェビ根,ツボ網でとれた高級魚,基殖類がある.まず

ェビ炉からみていくと,東京の大都水産,東都水産へ全水揚げの60%が出荷され,他に大阪の大阪漁

市場へ20%がある.次に養殖の中でカキは名古尾の中部水産-50%,京都の丸魚水産へ20%,大阪の

大阪魚市場へ30%ぐらいに出荷されている.又-マチ,フグは神戸漁確物,大阪魚市場へ主として出

荷されている.以上みてきたように高級魚は大企業へ独占の形で売りさばかれているか,これ(,i中央

の方が値が高いからてある.そしてその手数料は鮮魚の場合4.5%,貝粗の場合5%である. これか

らの組付への収入は516万円てある.

今 後 の 問 題 点

当糾合の今後の方向とLては,日生の漁業の発展を考えずして考えることは出来ない.そ7てそれ

は現在卓だ小規模ではあるがカキの養殖が最もIfT.鍵である.カキ養殖はほとんども貝1㌔,リ,現在52

名が従事しておる.現在は簡易垂下式の力法が大分邦で,今後は筏式の方法にしていく-)I),りて あ

i),だいたい100台ある,しかし, カキ嚢殖嚇と小型定位網の漁場が同じである[=めに小型姫任那弧

業者とカキ範殖者が対立状態にあり,組合としてもカキ魂鵜を大規模化するたa')には,現在の飽和状

態にあるために何か方法を考えなければならないだろう.又この問題は,他地方ては平均 5-6.7台

持っているのに対しR生で亡よ2台しか持て/よいことの原因てもある,このカキ華雅は冬が収狸期であ

るために (11月～3月)現在の休漁期をより有効に父経営の近代化にもなる.次に真珠を現在大多府

て試験Lておi),これは喪殊母貝弟穂である.そしここiLll二は町からi､助成金として30ノjFLJ出してi,･

り,今後漁業から養殖への移向てこJtが成功するか否かで大きく左右するであろう.

第3革 日 生 農 業 協 同 組 合

韓1頚で述べたように,日生町においてのL'5.非の位位は低く.その上小規供経営であるために遊菜

人口は減少の一方で,又-#菜が大部分をしめている.そのようななかての日生膿業協同組合 (以下L.隻

協と呼ぶ)もおのずから,信用刊業がその農協の経済的基盤となっている.そのうえ都市的性格の作
用がこのLlB=.r･,'/,に大きくi聞･TILている.ここではJl:B協の雁屯 ;矧4!,の機構,打r.動を,Jiろことに｣二ってR

/卜におけるE:8･ri/Jの位旺伸すJiJ'(Jrに)ことにLたい.

1.農 協 の 歴 史

戦前は当地には牌業会があり,こ頼 ま信用嚇某巾心であった.L断[【21年幽業協同組合法か出来てか
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ら解散し,昭和22年3月現在の遭脇が出来,仮事務所で仕iJiをしていたが,昭和27年に独立事務所が

立てられ,昭和38年3月に現在の立派な新蛸務所か出来た.又鮎河曲協とは頭初から分れており,現

在の所合併する気拝はti:い.他に開拓段協があり,こ31/.i以前組合員が200名ぐらいたったか,現在

ては70名く･･らいである.

2,良 協 の 機 構

当農協の組合出は現在375名で,その構肋 よ(第8表)のようになってい五 この内訳をふていく

(第8蓑) 職 非 別 糾 合 貝 戸 数 (S.38年度'T3脇概背)

L!辻 井 水 可 海 迎I前 菜 工 業 ‡ 三 .1 そ の 他 汁

地 区 力全 戸 数 2651 310 265 109 41 958 1 65 2,013

と,股業191名は正組合員で残りの174名は閲柘組合u等である.坦菜以外の職業ての組合｣剛よ全部蝉
組合員である.組合の役員は組合長,事務裡部各1乳 fFP.斬8名,監事4名となっており,その内の

半数以上か米英戯業者によってしめられている.

次にその規模は昭和39年3月31日現在信用41菜資産280,00万円,経済3=lJ-I;業資産14(氾万円,固定Fr

産3600万円で,信用事業幣産が84%を占めている.次に迎用面の酢金では,損失計32.OO万円,収益

計3400万円と,lt,Ftrj･Iを示 している.この中において信用収益2400万円,経済収益6(泊万円,指噂収益200

万円,事業外収益300万円で,瑛字を示しているのほ信用収益だけである.そしてそれか運転資金と

なり,経営成桁の良い状態を示 している.

次に町政との関係では,昭和39年度予算の内股林水産闇係は1200万円で,10%く＼､らいで,その内

腔業側係は960万円である.しかしそれはほとんとが段菜総務典,R射也費で, 偽薬振興比 畜産其出
合わせて18万円にすきなく,町r′司身も膿業にあまり力を入れていないことが明らかである.又役員の

内で町政との関係あるのは,消防団長,町会議員1人く･らいであり,行政的にもあまり深いつながり

はない.

3.組 合 の ･i,r.動

当組合の活動を大きく分けてみると,信用水菜,販売雑業,趣業改善都濃 (この中には兼備干拓,

酪Jifi化の振興等)があり,その中でE笠菜の構遁改題の方向をめざしているか現状はとうであ/Jうか.

ます第1に信用I-LJ;某において,預金両では10億4千万円ぐらいで,信用収益は200万円ぐらいてあ

る.その取扱い範囲は組合臼の外に,日夕卜者約1,000人く､らいいるれ やはり組合員の方が利用度が
高く.1人平均約80万円く､らいてある,貸付けの面では全体では (第9衷)のようになっておる.

この表から分るようにli'h-L二米州ノト数の上で1､,幣金額の上でも娘も多く.Jl豊矧甥係 (地業と盛者)

i上3番r=lてある1-[から,当把協がいかl:-Hl','l了州旦鮪を-かびているか分る.叉,蛮某の近代化のための

幣金の貸Hも他の貸トトの割には少ない,この貸付利息は2-3銭で膿協の収入は2,200万円で.収入

の中で巌も多い.又預け入れ先は小間銀行,神戸親行.日本勧業銀行などである.
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(第9妾) 職 業 別 貸 付 金 (S38年度針寸金柵より)単位千円

種板柿業別別 拙策凝番及び関係菜独英及び淵､薬 商 工 繋 機 帆 船 刑 負 TT/7㍍ 品 計よ亘 +儀~賢 金装L資金 装 .ヂf 金 欝 軒 金件敬紬 装丁資 金 墓 資 金

信 用 上 ll610 7,20615ll3,7451,236 7348 48,34334,85655 48,55332 6,58216 1,8751975,381150119,111

担 保 191,286 2,260 38 25,585 l'0:12-6守完 l42I 71,604
汁 3 510 12 20,746396 2,833 20 25,1215,70

5,446 l13

第 2に僻買,販売事業の中で,僻fLの面では,収益が 179万円で,収益利が全体の 4.09%となって

おる.又販売の両では,野菜市を行なっており,これは地区内需用である. しかし野菜 もあまり定点

的な指導が行なわれず,行きすまりの状態である.

第3に腰業改市部業の動きでは,当地区の柳地面桁が小さい上に,島が多いために稲作よりも,野

莱,義鶏,養豚,種は丸いしょなどに組合としてほ力を入れている.そのために緋;'Ji機 2台を組合で

購入している.もちろん遭家にIJlう能力がないからでもあろうが.叉種はれい しょの共同耕作を組合

が奨励し,出荷最によって代金の分配を石なっている.このとき組合の手数料は 4%である.又健ば

れいしょも組合員に配給する形をとっている.全体の耕地面積は24.4haである.文頭掛 こおいてほみ

かんの耕作も行なっている.そして島における土地管理の面で,水道射菜も進めている.日月島におい

ては他に- ッカの栽培も行なってお り,これは6- 711rrあ O,反当 12-13匁であり, 1匁当 り2,500

円く､､らいてあり,十分採算が取れ,共同の加工場を持って いる. これは連合会の形式て行なって お

り.邑久町の商人に売っている.

最後に現在のHFH題と,組合内身ても-ている将来の方向について述べてみる.小規模経営と兼業化

により,商晶の大別 ヒも,磯城化も行なえず,それがために経営手段の電点化を述べながら,それか

不可能になりつつあるのてはないだ/jう/).,そしてJ:辻兼からの分離は,過誤と購協を分離させ,叉農

協は信用事業が目的で,措業指導が希薄にな [)つつある,

以上のことに対 し,県協では.L.I:,,{を中心に観光化することによって,堤家収入を向上することも考

えている.又種ばナいいしょ,みかんの栽培なとも_起点的に指茸:1してい く力針である.次に大きな希望

を持っているのほ,則I-IrJA.干拓で,これは町としては工業用地にすることにウェイ トをおいているよう

だが,矧 あとしては,漁業者を措英名に転向させ,大塊慎な耕作地を作る部を望んでいる.これにつ

いては農協で ｢兼備干拓に伴なう蹟菜振興計向｣を作成 している.その内容は干拓Ib'粧.300haの内,

/Ii'm 用地280haで,利水計帖 よ吉井川にタ､人を作る琳 二している.文人柿.St.土3ha耕地面精神巨〕者

が57'jL l･5ha- 1haの耕地面相1,i,持つ者か94/(Jとしている.そlてこの目的は掛 出払九 不安定f〔
経済状櫨の解消であt),経営の近代化の 一環として考えている.

(孝 本 貢)
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頭島漁業協 同組合

寒河農業協 同組合

d 頭 島 漁 協 につ い て

第1節 序 説

漁業協同糾合は,漁菜の多様比と糾軌の仕掛の多様性とによって,きわめてヴ7ラテ-T-ティに豊ん

でいる.いままで.さまざまの類型化か試みられた.二の様な研究成果にもとずいて,この他の漁協

を類型化しながら考えていくことにする.

まず節1に,その構成貢の性格という側面を遁召掛こして,矯型化する.これは,協同組合の実体を

規定するものであるから,最も基本的な分好は いうこ とができる, このような 集体的蝋型は, さら

に,その組合のおかれた社会経済的環境にしたがって規塑化することが適当である.すなわち,漁村

型と漁港型,あるいはさらに,僻村型と都市型である.漁村型はしばしば僻村型であり,漁港型はし

ば しは都市型てあるが,両者は必ず しも一致しない.たと-,Lば,漁村であるからといっても,必ず し

も僻村でない.むしろか在り交通の陳のよいところでも漁村であるところiJ.多い.

また漁港地域は必ず都市的であるが,都市的環境であるからとて,必ずしも鰍港とは限らない.こ

のように,組合の立地条件ならびにその社会経済的畷境条件によって頬型化する理由は,この環境条

件が組合の組級的性格,その営む頚業の性格や磯風 あるいは,その組合の展望などに,しはしは大

きな膨秤を与えているかr)である.

以上のような観点から,王乱lJr,独協を僻村的用境U)下にある小生産組合で あると一巧Jえ られるのてあ

る.

第2節 糾 合 員 とそ の性 格

規-荏:_の組合川 よ,総数92名,うち正組合い52Y.,準鮎合冊 0/(.であるが,Lll二糾合il,準釦rHlu)l大
別として(:r" 規定にあるように出漁Ll数によってのふきめるのては/i:く,臥,JrL,貯潜の利用度にJi3･い

てもきめらJしているのである.この速考は,｣LLLLlけこきめている.このわけは,組合日が多け九は補助

金の関係が違ってくるからである. 昭和34年AHilL 帽和38年5月13L=]

また,正組合員と準組合員における

差別はあまりllり越てなく十人l打よのて

ある.次に船主,網元LT)-LJr.について

述べ)日工,現在にふし､ては船｣二,網

元は存在していない.すなわ引k!Ll'<

の漁業者が内分連の船を持ち機業し

てい7)からて為る.

第3J'n tl/.Tr.刺激とその種類

昭和3∠I年とLI欄 138年を比較 した巌

小 型 氏 曳 船 36堂

//ll 札 抑 3日

推 介 dL(附 〔畏
維 I.(. 舶 3互生

1 ノ1､釣 郎 4坐

迎 擬 ;ynl l堕

小 型庶 曳 船 50隻

(内職持論峡曳 11笠)

柾 純 t.n 3姓

採 介 滋 JJ.li 16主上

雑 仙 附 9隻

1 本 釣 #1 5建

運 搬 船 1堕

(r',JJ,l一朋ル7 ,I;5J舶JりL) (協l･.JJaL合･､175頭臥九)

lT ..1 47崖
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合,38年度は37塵の増加を示 Lてい

るのである,但 し採介苗1:恥 土昭和36

年度より出てきた ものである,また

第 2節で述べたように.組合ilは92

名うら正組合良だけかほとんど船を

持っている状態なので, 1家族につ

き2隻の舟を持 っている家族がほと

んとであるとい うことになるのであ

る,か, しか し規模は小さいと言え

る. ここで抽出 した7人の持ち船と

種類を/1こして入ると,

昭38,5月13口現在 漁航認知台帳より

木 下 段 一 段 船 底 曳 131ト'/

J/ 170トン

田 Il 良 太 郎 小 型 匠 Lk

採 介 拡 船

‖l ll 忠 雄 ′｣､ -AlJ 蛙 曳

機 船 氏 曳

大 山 政 治 〟

rL･ 本 文 太 郎 雑 漁 船

採 介 箱 船

耶 劉 隣 人 1■!li 小 型 氏 曳

111 14 J;i 光 軸 船 托 曳

リ､上のようになる.

404トソ

0.98トソ

343トソ

498トン

2.12トー/

1.55トソ

072トン

3.38トン

389ト/

Ej,'4節 水 橡 げ FdlJ

漁濃組合にS.鋒されている38/rf･1月～12月までの水似 ず高:I"250-981K,31,479,059円てある･こ

こ毎年30,000,000円はノj(揚けさか 亡いるのである.次にこの節においても7人の水柳 輔 JfiJ示 してZA

ると､

ホ ト Jち 9,647K

H H j'1 人 川; 3,542;(

山 U ]Ll, 川 8,loot.(

大 迫 政 治 3,528K

中 本 丈 人 郎 5,914K

邪 教 肪 人 即 7,988ヱ(

川 辺 Jt )t 5,59).;(

1,213.7171リ

493,702Ll

1.013,096円

432,194円

680.669円

1,042,933円

750.658日

となる.また,)川 J/Jく陽lill.I:)と帥類

ら/入る,11]り表o):∴)∴.Lrる. こu)衣

よ･')fl約 日･こおいて,エ ヒか大L'lI'分を

しめていることが)っかる.-.盲た, 3

- 4jJが水揚げ高,出漁がほとんと

ないU):j~,共同相成 ,即 らいかなこ

i.r!..丑 の獅 二大,ilI'分の 人.ェtr･'･1人水揚げ

.射 凄 yl:1,-)UL,川 Lてい/.LL･tJ)-'三,E,,;:･

第 1炎 月 別 水揚 げ l･:IJ と そ の 車,.1･'軌

二 二 ∴ -千
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10 月Ll 応K 1 1 月El i塙K 12 月日 高K 日1 7.BK f B2 号.TK 3 月El J':,I;K

木 下 庄 一田 口 良太郎 カキ 10 53 カキ 23i,926当 2 .三;2カキ221,711カキ 17ユ,488カキ 5 805
エビ 11 301エビ 19 849エビ 17エt' 19 252 カキ14787hfl4589山口 忠 雌 1,024カ†ソlOBl 872エビ 10】260モス~ク 2､70

大 道 政 治 17 471 10 536 1 18ナマコ15 224モスク11 268

中 本 丈太郎 ∴ エビ 7 40 カ(ノウ1g 571カキ 181,340モズク 2 16カキ 211,98

那 須 勝太郎 エビ 22 733カイソウ19 712 13 287エビ 1 23

ここで他の地域 と比校 Lてみれば,rLl舶 服 児J.吊i卜仲井n]ノ浦の場合には,全開の漁村の共通的特

徴であるが,Ltlノ浦では,6月と10月に ピ-クとなり､ulノ榔漁民は, r執袋では 1年の中,6カ月

しか食え札 上平欄の半分,下半欄の半分 Lか漁 F,Lい漁はない Jと口癖の如 く語 っているが,頗LT,A

の場合には,それほど漁l心土浦 抑 こ考えていないようなo)である.その ことは,凶第 1表にIa.いて示

されているようir二,カキの丑租にお うところが大であると考えられる. また,徴槻化とい う点を考え

てみると,触肋))は少-ri:く.岡山県1°に.1'･いては.Jl'iL':)は機純化率は進んているノ)なのである.

第5節 魚の版,).Lf))俄 とITJL'場

uJ'i山 こおいて魚の駆り日二は特殊/Lj:さば きノJ/11しているU)てtや'る.すな･ht,漁業協f･.]糾合は､刷 皮に

はIki係せす,汎艮 (水掛 ナをLl=人) と仲■LH･一人とのrl'iに おいて取 叫 lきき)Lている,糾ITは,軌尺と

州 .HJ人とのE.'りにおいて第 3省の立)劫でまと項 rsLLをするだけなのである.仲兄人は,その魚供は岡山)i

面へ,エビ矧 よ大阪方面-出荷 Lている.また,漁民と仲買 人との間において3度に 1度は各人か好

きな所に売 りさば くことができるようになっている. こ.㌢Lは価格に 転けるいざこざをな くする為にな

Lti,取 引 tているのである, この場合 J''L掛 ニr3-いて 机 Llに直接に (F比仏ド')げ に,.'Jl'Li,!JF.柚,J/)に T3･
いてJ'-･牧羊･トrlJ引LYL･仏土‥,J〕/tLる. LtL⊥帖.lJiこ/亡Lf'山JIJl.か[亡い/).とい L)と,そ)Lは小撫XIu)/こLV)にlい175,L･

閃 くことかできない/'J､L-)/i-U)t,bる.

1机 は 高と丁数料/a_,表にす)=L'

第2義 眼 引 高 と 手 数 料

(ll父t),JHきll.'古とf･放れ )
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以上のようにF.Eるのてあ,:J.

次に仲'tll(人のIJi:i二ついて少 L述べ るi郎こ

す1日丈,現在仲買人は,木下IIL'1夫氏か1人

いるL'けrCのてある.以仙 t2人でLFjつr=

/Jill/JilJ26,271匹l'1,Eり1人とrL-,て税在に

至っている.また,仲超人かできたのは,

l耶榔24年か ら起 ったものであ ー)て.Fl′卜独

常軌(-I(rlJl･..とJ)/))裂1'用J)･ソ)))yLfTi二は.
IlJLこ,rゴいて似 ,JLさjLていた J)である.



この漁村で州.1:いこおいて魚店は1軒だけLかないの77ある.F_l/Jitlこ,ro･いては争くの魚店がみうけち

れるか.それは仲買人が)lLriL'.I,において小rJ'C.I),:.Iやらない/JJ,lJi-のである,このf耕土仲兄人が漁民から

45円で針 )た似合に,小売する帖も･60円才Ill-亡,)'tj,1t.エJ..I,民の不n:Jlu/l･,mdうからである,現在 1軒の魚店は

E性 .[りIi.入れている.そのた桝 こすごくIT数料がかか.)高い魚ということになるのである.な,hf.I,

艮:=仲買人の･liをF伽 ､たらあまりのぞましく-lJ:いようてあった･_･11を追述してふく-小にする.

第 6節 協 R

JJl.lL',E二おける協業とはいかなご漁濃であ()さかんである.いかなご漁紫は,7-8年間行なわれて

お().出漁期間は3-4月のけりに行なわれている.なぜ,いかなご漁濃が,共仙 二行なわれるかとい

え:i',多数のA.'lの必安と加工による為なのである.毎111'-30-40名が従:･jけ る.数人か1組となり,糾

あたり300-400万円の水揚げ向かあるのである.なおこのいかなご漁A･31:には止組合員のんか参加 して

おり.金の分配は出漁日数によりなされている.

第7節 糾 合 の J飾;業形 値

以上に述べる:lJ耳はすべて昭和38年度業務縦筈ITrI.による.

組'LTのLri要な庶務｣i項としては

昭和38年 4. 8 漁船の検認中計を/(J'fsう

5, 5 沿岸漁船整備計画米案投出

5.15 38年度通常総会開催

6.10 漁業構造改斉･井繋近代化資金借入の申込,kする.

8. 9 中日生柵Mf;Lの埋立承認する.

9. 6 鮎浦旭光の-ti珠漁切の件では｣係方面へr,･iiLh'け る.

10.26 県よt)帳耕検査の鮎.果搬告

11.18 投石Lg係の綻過雄LLl]-

12.22 区r!lil漁業i'(7-..の私汁｢帽IiL/LJする.

日日.III39!Lf1,26 モ貝の試験鹿机をL)3施

2. 8 購賞-''71をrj'L･掛金と大引貯金の相殺を厳Iltにする.

2.21 共殊哉殖試験rL(施の計由をたてる.

3.22 組合rlの節格寄ftを行なう,

1人｣_a)水か述べり]しているれ このLl･1で汗L]するJ･.-!'JL Tl'Li紺との漁縦の日日越,I,戦 っている点と11珠

i■'f雛てt.L′tいかとJLl､わ′ILる,次にIl･.･X'Sの状況を述べる.

(1) 信 用 事 業

if腰の概況として犬LJlG金∴L漁独 高の上Iuuに伴ない,上札 普通貯金はPRを柴するとし,Lrl'止貯

食!･･t漁閑期に払出すたLVjl欄 は tている また定j別貯金は非金より差引く為増加 貸付金は不漁の為

路 過ぎU)状態にあっ仁としている.今後の)j針として貯鋸 ,{大仙 こ吸収しtflJ-の業績の安定/fはかる

二抑二鳥/J.
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第 3 長 信 川 1･.11 業

(イ)貯 金 の 増 派

(r,)iモ H' #_

l'- . - _ f F J . E ; . 1

(-)信用事業借入金の増減

k 分 前 年 度末塊在 本 年 度 肝人Jh'llL 本 年 度tn'還N- 本 年 度 JJ3-L在

良 和 借 人 魚L'5林 Ll.火忠川 1,528,794 1,880,000 375,867 3,032.927

(2) 購 買 -･=好 漢

,叶f濃の概況とLて燃油の,jLL･上高は昨年と殆んど阿軌であったが漁船の増加て1割増を人た.F'f材関

係はかき武術の幣材の購入で売上高は倍加Ll.I.ゴム.藁製品等も仕入れをふやし販売を伸ばすよう

にするとし,,)'L;掛食の枠が拡張したのて天引貯金と相殺を厳証にしている.
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第4表 'lLLt 取 購 Lllt .I"1.

l■‖Z. Yl 1iJlii1=Jl-i-3J'7'.個flIl 木叶他日二人l.:-..; A.fF虻,I.汁 -.i?; い Jf.佐川 舶

(1)政 策 でf 材 l 341.286645,174 5,665.830 6.214,480 1. 4劫,,89石 油 桝漁 網 粗

■■■■-
4.823.722 4,720,885 1.130,495

(2)生 活 用 rFn

(:り 版 ･,ILL.I., 笑

う雄 の概況とLて独鈷i漁某はノ〔三全に畑11とli:ったと巧･え,版J}'JLIノjliJにJff,在を好き,数Li,:(,i,'1円で補

うJ:うにL,/.LHH=LEならないとLている,また,かきiIi雛についても台数J)増加はあったか.′捌 IJiの
汽 TJ想をず っとllrPlる成打モてあった,これ もド引淋 二,品田71-.とくする･I1.1と版Ijt:先の調布研究か必賓で

あるとJtr'hている.

Jll,RJ'n l'し 玖 IL,'f 5Jll

IllJH:1135牛耶/)〟/--･Ttl),IJ).Ll-)ここ頭 .J:.lJに入っている理IIHL ′式lt即′J･地域1伸 二Ll適地で.IF).)竹と Lて

ti,-:･rt県碓 よL)も良いかp-,である.班.J.jJf,(.(撲糾rTとし.い 潤̀で 行左いたいのであるか,汽:LT.丁柚二心い

ても.Tt'r=技術面か ら4,(-L.lf日貨な技術を要する,T.'rJ:ニ不可能′亡のてある. Lか L. 二,h_な蝋民の丁で'r7な

いたい意向は人て L･Bて)と考とら/-hる.用姉 二村する｢爪LL.11からの場代矧 え,15万円なJ)である,

明 〔‖耶 町 政 と の Ikl係

肋LifrHに わいて,ll桐H381｢腰はカキjI'lltWlのた.V'の視察として :.巾iF.[<に/(J-った畔にlJlっlIだけで糾合

としてほ.細葉の構造政常がlIIt.けば)lてい/J:がら30~11日少々ではなに もてきないのである.この,?.･',lil

状維Hu外に新 い ､巾をするにはと[)ていhJf愈面において不可能の状態なのてある.これは漁tCにL

左什があると考えられる.その理向は,川丁への税金を戊,まり払))ない為にIllJ'ェ[)の補助金が少か,､刊

にrrZ,のてある. モf二.カキの盛卿に対Lて州漁l駄目 人当り5,000円.1日.していろだけで ちる.

･']/110節 合 併 問 佃

全l=rl=′侶 ⊂仰向として.小さt.C漁業糾合は 合イ)Fへと進Ly)ちかている, しかし.州,.I,%触,某糾合とLて

は 他励rl'･JJよ冊萄 (市切が離れている), 規膜が小さいなどか ら今す くは不可確 と思われるが,-R備

T拓がなされた後は,木 卜,と橋 で紬 i'(1,RJ上の 漁)跡:t狭まくな り中心地は風 損 二なると一考え らJL

ち.現状では水庫庁からの憩向か らで別に合併･へのftJl'挿rJIIJl･31.rLt■]は持 .1,ていないようてあるが,別に反

対 もしていないようてある, もとは Ej生,LFJ-1島射 こ1つのものてあ り,拒即的な関係で別々r_fi:っ.F=

もので.その伸 二感t削/.JF:-.1岨 上起っていなく,兄弟のようrJ:ものlj:のである.
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問 題 L-J-

1.小規模であ り,1)キメ細川)Tr'llLf二に.･いて1,･Ff金l加に小足 Lている,

2. ･触l̀l'･J軌向'Lあ,b7'Jl､ I■,-い人)Lかb/.(]./1･や/JCnか少/よくな L),隼齢桝が高い人ij3か多い.

L3.仲買ノ＼のこと

e I)ik'-河農業組合に つ い て

寒河 良策航 行 (以後捷築組合を 距協と言 う)について 述べるのに, 日'1･.町と しては,正睦業よ,)漁

三郎二かかるウェー トがFllである為,Si･1釦こつ いては. 簡略に. 1.農協の 歴史 (概略) 2.組合員

数と朋地Tn'机 3.糾合の活軌 (恢rJt:･脚n1-7･貯贋)4.腿r41,の市 5,-共同作業 6,指考i;こついて

7.ぷ軌 ･みかん 8.県.lLIJ',何よりの補助 9.漁邪との個係 10.今後のJj帥 二分け述べるこ
とにする.

I,碑河措協の惟史 (概 略)

墳河.JJMIJの成 之は,Lll用12:'.'rl-･2)-i1日てある. しか し,まだLFa･業会は-(-(･,i.･J'い てお L),,農協とLて
rJ3際にtLij･lAfrl胴台Lたのは,同年6月lLLよr)である.また,昭利38年11月1｢lTl.;.浦分PlHニよE)

柄補地区は赤穂L.fa:l新二加入Lたのである.今緒llJl~=_Ll1rとの什俳については,寒tlhJ1割i/,とLて(.L

Hl潤協との令伸 上考えていないのであ7,.

2.糾合n数と耕｣也rrr沌一〔
(イ) 糾 合 i.L 教
師‖TJ'I;llr以裾LL ll詔L侶 1588/(..準削介LIL88名に_kいて 構 成 さ′ItていたカIL, 分町にエJ).

1上削合LIL331名,準糾rH168名に減少 Lた. (分町以前において41,rjlJ.団体4,以後内,

岬体3),T周一し合Ll,畔机f-Hlの区別は. IF.机今日においてほ, 一応肌 也を持 す).倍業に従

･JJ,二Lているが,準糾合川二日いて(.L f=だ食脚Th'iこおいてのみ矧あと闇係Lているのか大部

分である.-Er.:.i"uil乗数は.280帆 f;)ヰ()で.軒 ), 1軒:こrゴいて :i-′l人加入Lてい,:,J衣も

if,く.,:;)7J.

(ロ) 川 地 Tr"- F'l'.

寒河地区とLての令耕地伽付Lは,50- クダー/しほどであ t),1人当り207-- ル,即ち2反あ

まt)に/L･る,また,5畝以上をJ:1iiCときl･')ているのである.糾合日数の所でも述べたかHrLi'#

数は .応280軒あ_i:()となっているカ＼ L)3際数は 20軒あまt)なのである. その内埠芙LIni:寓は

l軒も/J:く.地業JJrl,家 は'か りなのである,｣に繋出家の中でも第 1種 兼深いL 5-6何てあ

り.他はすべて,第'2穐JRXc･てある.勤務1̂己LL 大.1'il/扮 ,柿餅耐火,.T.川lレンれ I･.建俺であ

り.I軌⊥J)jrrJ1-にもLH.ているのである ul･.のことを考えJtは,I:)r･地FlLlt附L少なく,古拙と言

っても,日曜首姓 といえる.

3.糾 合 の 7.T. 動

版r/i:･lr常として,昨ill.上り今年にかけて変｣30偵あ まF)出したのんでほとんど外には 出 Lてい

ないのである.僻ノjとLては､有価証券 ･rfl.畑については､IJ-/歩･12銭8度で借 している.症

高25'7j門ま{,また.!粒協として介仲を呪(E2つ (分l町1リ､前は3つ)持 って′わt),その他に精
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米工場を1つ杓っているので,ちる.

4.寒 河 此 協 の市

すべての収堆物とし て勘uj.二r古い ､∵てIiT/JLjL外に出ることはない.また.昨年すいか市が子7なわ

れたが,収入が上が ちなカ･つノJ_裾 -,_今年に/汁/i:われていないのである.

5.八 ｢-11 作 丈

F闘りLL 共帖 旧し.)I,r'･川l柚/i･,'∴/J.I(J/i:)'汀 'いLが,昨隼より以前にはtL'っていた防41JJ:ど

もすべて行な1-7かな くなってしま ,-/=a)[1号,ら. (lllTt-いいてlUJ山は/日,-〔)),ILているが)

6 指 導 に つ いて

視紅 農協には指導Ll1名が bり,せた普及所にたのみ 1遇に 1回-* 'JiLt･l/LrもL')っているので

ある. (urJhlは2回)そ して満門会が仏 く閃かjl,-1船のJFf･.;(;tが/(JfJ:)',Lてい,7)の~rl'ぅろ.)I:-I

美故 .:(.-･への′式勢が惑･Lf守,Atるのである.

7.基 剤 ･jAか ん

以前寒河地区には. ノ人かんは大 ノ<的に成増 していたのてあるが,2-3年前に冷膏の-,?:･Jに不作
になり.かれて現在でIhLjってい/J:い.また鵡#1,の-Jfは,5-6年抑 二は超簡糾合があ ったの

てあるが,現在燕鋸 土子圧仁われて いないのである. その1lTJllとしては,価格の'J変動が 大 きい

し,7/{リカ/Jl!:-'輸入さJt.･･EfJ_2,()0()羽以 卜/i,日っていな:HLは'J'kL)一､7'j=[亡いこ となどてあ
/a.
8.Il､l.リ.I..HJよL)の榔助

礼 県,lrr｣J:I)0)補助は,ほと/Uど価とHJLH i/Jミてきる.即現 行助畑 土,酢 .I-.1,i､川∈Lr)ノバこむけ

られている,11'･J,'1-の~.'ある.

().柏葉 との削嬬
寒河地区としてほ.ll/卜のJ:うに独業との深いl対係 とい r-)もの-.土や然ないと.i-ってよいであ7)

う.漁業と以雁 なLに運搬船が57､8tiある.

10.今 後 の 方 針

福酒地区分離により耕地の約2/3な失ない.残 されたものは 田畑介せて55-ククールでl]きず平

約抑 ′F面桁は207-ルの',零細L'空家に過ぎない.統計的には90ア-/L,以下蔦家2,70アール以T

'Tと豪8.50アール以下50の農零を除いては,307-ル以下が大部分を占めてお り,企業として

成 り立つJ'IB零は皆無 と言 うことができる,それに しても兼業/拙家は兼潔Llq･e家/i:りに,粧他の高

座利用の速を考え経営の合理化,/とr力栽培,共同作業等,I,要は7イテ ィ7-を'_i-かし,ノ[=_l童

性を高LVつて収入の増加を蜘 らねはなら/i:い.特に裏作の改71'fにっとめ.Fl幡比二掛こ咽するきLこ)

いはあっても,利用の途を考え遊閑地として放置することは｣しめたいものである.

以上の如く).:%濃緑常が,組合Flの生活を支える第2次的=T段としてしか考えられない現在,こ
hに応える為には,組合t.羊常に於ても r経営の中核を信用･J･;菜におき｣ r愛せらるる庶蛇金棒

的存礼Iとしての新 しい途を求めて進むと兵に.併せて,｢営腿指鞘｣｢生活合理化をつ.-[･.Julと

する生活品の吸収｣等を:).E本とLて,組合の飛や く的発展を期さねばならないのである,

(一一F 1_Lr 武 茂)

328



第1TA章 教 育 と 文 化

1. 学 校 教 育

｡教育行政の史的根閃

El/L町に rr,Lける教育の評17tj,LFi,とくに僻地他市のHり鞄を扱 うに先立って,公放帝の贋r叶睦,沿叩史的

に冊岬 こふれておこう.

｡｢1牛 西 小 学 校

明拾5年松本!TL任,好木安人肌 浦上/,臼EtL'tJI‖J,柿板志郎等力溌 起 して協和社と称ナJ英.敬,箱師の

教授所を設立し片 I1.に木.:I,lSをLJElきFl/ト.に友.:那(協恥11;礼)i,1臥 ､て村役似て教師が夏作に出郷の~r弟

を脚 立していた.

その直後 8月に文部省によって学制が敵かiL9川 】JH右フー小･;I:校か設_lLr_され 第2申学区11番1学と

称 し,習字,読;Lt,算術を教授 した.設立当時は4･711男子181名,-針IT15･7.であったが, 10年後の

明拾151t･'･には男子236名,女子58名,児帝総数318字;を数え∴ 芦齢児部数の3分の 1弥-/i/占y)ている.

甲16年には在学児竜教521名を数え.以後lO的 liく酢 蛸少左(学齢児布教のほは5I.lll-Uを古LVjている.

小学校設立当時の在播児並数の変遷

'つ00 J700 500 dC0 700 000 9叩 /久加入

巨忽 ∃,三gt,t最 ⊂コ竿七日茨

て降身.作文が教授されるようになった.

nJ]約26年にFl生々常小学校と改称され,

32年には高等科 も設任され ∩生市常高等小

学校と改称 し,尋常科明子246名,女TIO8

塞,計354名,高等科男子63名,女子13名,

訂76名が在学 した.

E-d明治41年には小学校令が改正され小学校6カ年が威禰教育とな (,),高等科 2カ年は口生I･二おいてほ

水産科が設けられた.この年の在学生徒数は尋常料男了363名,女了･298名,計661名,高等科男子46

名,女子16名,計62名を数えている,尚この日"'lrl月治9年,29年,43年及びU珊115年･に校合が新築及び

増改築されている.

以後昭和16年4月r=]斗=同氏学校,戦後,ll'LifH221r'/I月｢川三,｣､学校,昭不lI39年4月にはItrH､仔｢僻に伴な

I,てIj隼酉小学校と改称され今Flに苛J･,ている,

(大 多 府 分 校)

明治9年10月第2中学区10小学大多層-E校とLて設甘さJt,同26年県令によりlIl′ヒ尋常小IT傾 大 多

府支校と改称,尋常科 4カ年のIii級編制て/行なわれ.同32年にEl生尋常高等小学校大多桐分教場と改

秤,41年には尋常科6カ年が3学級槻式制で行なわ,TLるようになり以後本校に準 じて変遷 L今日に至

っている.
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(洩 l∴■J分 校)

Hr柵127年1)i,6学年車扱払式制てF仲_小学校の分枠上Lて糊代さ.it,31年よI)2学級似式榊て'(i

なわれ今日に育っている.

(姥 久 屑 分 校)

昭和221l--5｣l人杵川摘 住民の1..YLJ)ltによF)糊鮒lj拾 ろ:指饗L&築して F川 小判 ilの分校として設肝さ

IL,その後2411-･には糊拓文化惇'1'.施IJTILを仮/JJW(とLてイ小1し,2511111二は2･､細胞 JUl.uて, 32イト∠1)Jut

綾3学級鮎式,制で行なわかるJ:うになI)今円にモっている.

0日 生 南 小 学 校

村上桁加代が部落のL'上布tt!1-･･,卜T4.式て兜fll'lていたが.ij.なく明桁20狛tliJ''(刻こJlノt･.小学校の第1

友校として公設された,

明断26年｢l生尋常小学校の拙 1分教職と改称きtL.吊361-5月には抑 :i,,･.i,1常′｣､rlF守.kLとしてiu.JIL-,,1

学iT･の中級柳 川て設置さ3-1た,r･-,)4211:.には6J:IV=fF-2学級声ijI式ir,lJ,大TE6叶以後3学級PiJu,uで今日･:I
及び,llli和16年にはUlLJ..-i同tLt乍帆 22年に仙 :.I,,卜′､7･riと食超し,39年./1川 こけIll付出料二作/i:ってII

′卜南中"fJ'校と改称さ31今Hに干っている.

o[ /ヒ束 ′ト学 校

LU怖 6年寒 河及びTl'.潮 小学校がJ'M立.I桝をさい ト119牛.I,'･･.ir;小判.',1 改称,同22年:-=L･.l.I.iJLF'.I/亡の合

仙 ュ作/cL､仰 如上統合され尋常hl.･.i叫,卜糾 l_711,,_Ji･汁こ,)･!た.

明紺 2佃 こ山 ■.I;T･科IIL.[封lJtさJL.その後=7ifIll(l'itに付 ･拙 守･校.戦後昭和22て目黒侶高.Tl小､r･.偉;也

称変遷し,lTTifn30年に山 .Hui区.(.t‖′[-.lllJ/.71)fL∴釧 川 に二日.IL.,拙也区の赤紬 恒 の合伸 二伴/i:っ

で'i':校の規鰍 よ寒(777地IJ(_.のみに半減し∴朝 ･4月よりIl'I:加小学校と改称tて今日に雫J,ている

o｢l /l_I.LL'学 校

戦後岬用1221r-'･4)日和 附 吊高叫･lr,ll'･｢飾 ,川 1p-JHl'口IIlT/-～ .申･t;･'･r-跡 11lついでGIJ-;7,日,附 きJl

/こ

JIJ用1351Fl4Jl,捕 .Ji.[の｢l牛IJu'への合伸 二伴lJ:いこの両申守校も軌(Tさ′El.rl/回 ･,判Jltと侶 ),翌36
1T'にt･欄 校巾 -̂fil.扉 ,371I-･(こく州 LJlJ放'J::7','tYl狛根 .1-1･Ir1㌧ ･て3約･'/=1ヒL).);･Jl-lILI/)に親合さ,11た.llX1

3的'には体育相及び技術リ澗㌧断 言も落成lていろ.
ollI/L:;TJ''rF･71抜

Imk't13昨 8月rl!L=馴 {;,J､'･17lr'<:こ/ir-I)3剛 榊′､1-校fLH..'1,L.略装1F限1カiJ:･て作11.利 口 噌

'汀tti･T-･ド,此紐の名郎 汁を粍業Lていた.19竹′ll隼J･i_I-のTI-1･汚敬はk2岬 ..

大.r･9叶Irリj捌 け;l'･半枚JA心 二ついてJ史.･'N･JFr糾 ilJこら')･雅夫tH叫 に1)小学校,【,)仇 アLT･j:

jLXti桃門学校が設けら)Lた.

また-大正1吋 には女7兆W 9T./J糊 設され 15隼には嗣 二.lJJl紋所が8名の指剃 ほ も1て耶 <;高,T
小学脚 こ併設された･これ よ勅令 ｢■'-揮 訓紋所斜 に枕づくもので ril.-･JTの心身を鍛練Lて,剛 七た

るの即 -rを向上せLむるを以ってIlr1'･)｣とL･略身及ひ公上川 と粒&,普:,山･7･Fl･(岡乱 数･(,I.惟LL,

地肌 PTl･料)及びlrlI&即 日 181深,氷床)の訓練項目が艦かれ4)井 の作業年限てあ,,た.

そして怖印101f･にやって,これ亨でnll'押 乍椎を統(†して所しくFIJ_卜町有ll/ド,紺 学校が独立して
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設けられ,以後第2次大概まで存続 Lた

｡次に大Tl-_15年の教育財政を示そ う

rLtlk 人j

0 /･II.,

ノト;f枚基本料定収入 :TO,-.ノト,:FL'椎挨 :Tii希
花祭阜勝手T控貫井

泉昏教育大準用 下草冬 ～

長久fr掛国庫下淡谷 口′.OPFJ S Y ,J .0 ,A

ノト苧樺焚県碑,tlJ心

'E東胡習字托糾し軸 を

就学突席丸井禰即金

小や枚乗絹や寄附金

ノ卜学枚喪神牧人

†Tだ■6,2/LWO叩

O現在の教育に 卜廿る諸問題

oIRIL丑生徒数及ひ教員数の変化

児燕生徒数の変遷
/♂β 2ββ JJIβ

.?/I.'n 二一yT. rl.～ 当時避務教育は端本的に国家の全面的/;

ックアップに友えられることになっている

かITIlml卜減食は歳入船価の約50%にIJ'[る4,

083,000円に過ぎなく根補助金 も7% (558
,000円)弱であ り,34%も寄付金に依存 し

ており,授顎料もその--刑を担っている.

Lか t,二の予算のなんと75%以上は放Lliの

†鋸た手当Ti'与にJIIIJや されているのである.
J'lrFljの教育の貧閃,k如'点二物語っている.

)-･'L,i.1軌 迫 20.660.000llj

400 390 帆ヽ
■r肌.

■nrr.3∩レハUnUT
nUI‖A
'Lr

nUハレLIAJ爪V.′〃
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分校教Ll数の変遊

抑 o ノ/ 2 J14 5 占,7 8 Q/臥与1､i野手,L二手
JlLL耽/J二徒数,.机 It数兆,特別の-:州Jl'1tに よ

る轍変は/..Cいか ここでrLH題にjJ:る0)は助数

LLL 仮数n及教員担､l沌 数の占める割.riで

ある,33†H二は29%もいたの75ミ35年には11

%に賊 ′,ているけれ ども3的･に い ､-Ll'/L,L3

//誹 るのである. こ0)仰 向tH'f(二日/I･_榊,1､

･;''校の 3分校に 粁しく∴ミ3イ目上8名のl̂16

名 ,35.6年でも8名の内′1名を数え,38
佃 二/̀亡ってよF)や く1･rIもJF;/i:く在っ/;吹

雛である. こんなとこ73に も購他 の悲 Lい 一面/Jt山 一hている.

このように僻地に侶 tはナ亡ろほど, /1/率の 1人＼J'IE)裾ET'IljJ//明 ､?.＼こ′子,てい存/)/こ吊 Hi朝 地の教甜 l

伸びlLや/Lで=いるの/i′′)うれ

PTAからの補助缶に 1ても大 /写/伸 上=′llに劣佃 刷 (lノ＼＼■'lり180rl))叫冊))/i.･して′fsl)I iJl'.lJ.I,,

此久),'I,も 1人､■1り330lll叫削JJ!.ノLて hl;n',. (表を"車

｡僻地教育(羽目｣此点

僻地教育で先ずl冊.ijになるのは教育財政のⅢ過てあ′)つと,TLuっ,-TLる.

一･般予筒呪紬をrLl'i',る教育Jtl(･の割合I.t35 -1枇公.TrT･耶BLJdl LAti和35咋 絵肌 11,889ノJl'11

イ｢23%.36iT･28%,37年34%と HILてき

て(.tいるが35圧より冬紬J)学校統合･h･Ti･,lJ'I

が計 L-･.されているかと-)である.

小学校教育IL'Jの歳入JJ',糾叫iト及yI...-の友.1日.金

が70%llJり後を占め,llJJのfll担は10%瓜であ

I,),残 り20%'11り後は払什 L,､まかlJ:)).～Lてい

る.今 ここで取 り上げたいのは児-蛋:L-Il人当

りの激育代であ t),表を 7*るとFl'上目)ち

払1日;,‖丁の7Jが,裾阿よI)ち.大 多府,L･l'怖 ,

鴻島の方が.そ して鮎久居に至っては 11′I

の5倍 (38年)であるとい う甘栗である.

では僻地教育がなぜいつj･'て締_つて描 幸

地教育の域をで/'i:し､のかという日日雌につい

て検討 してみるに,第 1に文化水準の低い

Fl常生抑 こ教L一拍 身が満足 していないとい

うことにその原閏の一つがあるように思わ

れる.島とい う性格上,水質不良と典に水
不足をきた している.変j伽よ未発通.ほと

んどの.I.7Jが無医高であ り,折紙聞狛 二乏 し

Y./0 20 30 40 50 dC 70 80 4'0 /00

昭和36Ji= 船価 16,191ノ)円

M eC /00

07%20LIFl和37年 給触 15,270万円40 60 80 /JLl

川皇位万lJj)

致7十川-T'･'L'.L税紳内訳 昭和37年度 総lJJ15,241万円
05i /0 20 JO 40 50 60 70 cc qO /00

書き56塞I香/Zr 宇収乾かす帯欠一J/5 J954 _

(･iilT).I)-rJl)
小芋校叔市･Jlz誠 八線Ttarl

昭和36'LF 総抑 37,251千l■l

LI ', /0 9O JO ,W 50 JQ 70 80 40 /00

㊥ ⑨ Tr上群生ノ2%JJfJJ ㊨ ㊥

(rrLltl千円)
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lltTi和37年 総研 42,8781-lL1
0 /0 20 30 40 50 60100040/OO各
㊨ ㊥
唱え浪支出金70%

昭和38年 給徴 49,397千円
0 20 40 dO ao
◎ ⑥
回R.県支出金7/浴

中学便数官費歳入総'hfl
Iltj和36年 絵師 55,536千円

(rilEiLT-円)

0 IO 20 00 40 50 60 70 80 QC /OO等

糾 え紬 男 %
㊥ 吋支乱を
25% /3g58

IE7JJ和37'rF 総研 63,295千l̀]
0 20 40 dO eO

国丘珠支出金 ⑳
49%

⑧可克郎を
22%/3649

昭利38年 総徽 49,394千円

0 20 40 60 80 /00%

㊥ 町史出金
28% /3642

(恥位干 lll)

児鹿一人当り学校叔T字胡

PT Aの学校経 世軌跡甑 昭和L37年

t]里小学 碇 /00 200抑 穿安芸 ニ卓 二9/二g,,/+a .
人タ布か放 I, 潤油 舟 か 衣

鹿人 膚 か牧 59%Zl'相,,;妓舟Jト草根

ADO ∫onFrI

く純減姐 ∫r.iJ棚 障されていない.そしてLl

)r]'指,食料品等の物帖が当然のことながら

'rm'':.JJである.これら諸々の制 LrlJ･が救Inln身
の.(:,l,に住みついて家庭を持つ決心をにぶち

ILJ-る.そして自分の+供の頚管のことを考

えると自分が.i:,の作付 こなり,,ll.I)で家廃/ti

i占を営むなどということは考えられないの

で;･/L)る.

その結果2,3の救出を除くほとんどの
i,rXLl/)HLIJ;日舟で島へ通っているのが弧状で
ある.しかし,一般のいわゆる僻地でない

地域ならともかく,特に排他的な斐瀬が大

きいであろう高という僻地においてはそこ

のLL民になるのか最良の教育者の立域をつ

くるのではなかろうか.しかるに現状は前

述の適I),数日自身,比の住民になる気はri:

いのである.しかし,文化水iyl:の低い島の

生子,i;.にはかりその出任をおいかぷせるわけ

にはゆかない.最も大切なのは教員自身の

叔肺たる向克てはなかろうか.教師ならそ

の山TLと山任と誇りをもって,自分に課せ

られた仕掛こ向かって貞則に1良t)組むべき

ではなかろうか.僻地だから-- -といっ

た心構えではいつまでたっても仰地は僻地

でしかな い.臼分がこの僻地を何とかしな

け)日.亡ならないんだといった心構えに欠け

ているのてはなかろうれ そういった心構

えでやる/J:r･)は'J:.lJ民の受入体制が不十分で

ある,あるいく.t放百についての脚,Lが稚い

といったような鮒Tfl_Al.もl̀1ずと鮭和さ才してくるので,エなかろう/I.と.Lとりっ氷るのである.しかし,この

日H越は当ノ赫二も大きな1'f任があることは し､う1でもない.激日の僻地赴任の過牡については ここても

大きな矧uJが残されたままである.大半,k宰X.=したはかr)の新規の放Liを従妹の為に赴任させること

紘,その若い教員としてのI■7熱を生かす癖からFii解できるとしてち.定年前の.あるいは旋年を延ば

す九のいたわる首つなぎとして僻地に赴任させ,:'ことは何としてt,抑解に苫Lむ.教育に対するfrlJE熱

も蒔.iL,附J巨で技巧にのみはLl), マ ./ネ 1)IJLTる恐itは L･分にあるのでCJjJ:かろうか.

大多府分校に2名,地久は分校に1･Jr..既に7年余りも継杭Lてその旺顔を立派に果たLつつある
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教師がいることは幸いなことではあるが.ほとんどの鋸捗 2,3年1..ilLか勤めていないという牲)≡

は･仕方がないので交替にはうりだされているのてはなかろうかと疑Pp日を抱かざるを得ない.

もちろん,当局は適任者を赴任させていると言明するであろうが--

鹿久居分校は岡山県下地大の僻地手 -ゝ1があ

るのだが.諸々の手当や早 く昇格させると

いった 対策のみでは 僻地 教育は 進歩しな

し､

o学校統合に伴なう分校移管問越

次に僻地教育のiuJ題として近年大きく取
り上げられてきている閃魅にギ:投統合に伴

なう分校移管Ful過がある.町村合併に伴な

分 校 勤 務 教 Ll

呂JJキ 34- 35 Jd J7 J〝 V

九夕月介枚 書t.A.1 ′′ ′′ ′′ ′′
山口-ど ◆l!.如 布吉

速 見かに 1本方 ◆′′ 引r ◆ I/ )かlI

JlGi, 先々 カ // / :A,If
鹿又虎ク卜捉 腐朽乃 I/ 一ン I/ 一′ ,/ <′

って39年度より小学校を軌 pili,南と改称統合し.当局は7校'ri.臥 教員人riji等をスムーズにするた

め分校を西小学校から南小学校に移管する準備を進めてし､る. しかし,大多府をは じめとする分校地
区の任矧 よりLI局の安易な施策に不満をいたき奴対を唱えている.

=1はJ:.I,卜1度 統合しろというけれどt" もともと郷土恩威が相炎な F) ,競争意識か強 く州互に張 L)

作ってきているものを今如どうにもならないハ｣というのが彼 ら糾.',l,氏の狂l似 した.a-い分なので ;,る.

この日日掛 こついては昨年仕比投男まで日ゎれたか,.Ill,民の大反対によって一応坐折 しているのてあ

る, しか し,当JJはこのTl唖 を暗にほのめか して,相jiには南小学校を充災する方針を取っている水

が,Dl'iL':,以外のJL'J民よI),特別扱いしていると大いに反感L(かっているようである.いず山 上当局の

方針に沿 うようにはなるであろうけれども,何よりも大りJなことは高氏の納特の上で粟flされれ 十Ji:
らねということではなかろうか.

ともか く･僻地対策は国の秋本的な改養メ'膵 を待つ他ないか,現地においてはLgの尻ぬ ぐい 的対策

あるいは応急対策だけでなく,もっとi'iI剣に取 り別人でもらいたいものである.

2. 社 会 教 育

まず昭和39年畦の社会教育日雌をあげ.逐次帆汁して行くことにしよう.

1.公Ltt肘 占動の普及浸透を凶る

昭和36/rIl-1壁以来総鮒1,500Jjll州 一会投合｣珊 二計上されて (お参北Ji)総坪数160Ll,OrH｣立公尺佃か

本年度中に新築予別 ･である･訴堂･瀦過重･朋Pu室･Ig.'樹 脂 ,剛 王室等の削 .･fi:配 L,一価 教

養I宇･学術-;rF･その他町民の希現出を放 して公民館の施設を髄節充実すると共に,社会教育担当職山
の充r)3とYLl'門の向 比 国 ｡,もー,て/tF全教存推唯酬 "(,砕Jさせ‥ 二の.-ト･.k公民館を中心に分館活動
(7gL'Hl,LLfl肘,)を断じLrliHl.発･lJ)JJIL･こいるlIL,lilt.声.,:,.

2･･'i:少年RLt全育成u胤 蛾む必化 し,'■∫J･少1J:･9日川二･/ayJ･ぐJト濃を脚 ‖する.
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ィ.昔年団体の組織育成. (後述)

ロ.琶年学級の運営指導.

-.P.T.A.F.0.S少年田等学校教育との辿携強化.

岡山県の提唱によって娘下各地に組椴化されつつあるF.0.S.(友情,秩序,奉仕)少年団を小巾学

校教員をグループワーカーとして小学校4咋-Lll手性2年U)児童/+徒を各部滞 中位.にグループ化する

ことを目標としている.

2.#少年補導体制の確立

1才少年関越協議会とタイアップLて;JHJl;)J止を偵刷する.

3.家庭教育の振興を図る

ィ.如入会組織の検討と育放,婦人学級の机轍碗fL. (後述)

p.p.T.A.を社会教育団体として活動を激化する.

父兄自･l'yu)教育的研修を凶らねはならiJ:い.

-.町内会,部落会との連携を図る.
Il肌Jj会 (El生15町内)部落会 (寒河13部落)WTLrlJl,湘gJAjの規陸&J図ると兆に社会教育,公民館

･lL_(.動の基礎とならなければならない.

二 ,男子成人の学lAl飢和郎立 .

成人男子の社会教育活動は労†肌 拘)il川パ二上りl朋忙T.C')L:眉t二あるが.,成人静髄等をl耽決して一･歩ず

つffe:[旺してゆかねはなら/i:いITf要な.灘胤である.

4,社会体育の典隆をL朴),髄鵬で明朗な人ILlt川≠戒と人刷)‡順 u)確ill.に汽する
ィ.体育L,クリエ-ショソと歌おう迎動を)I,i冊L,明るいノ日.｢を阿山よう推進する.

歌おう運動-諸々の会令に歌声を取り入れる.

体育L,ク･)エ-ション･-体育協会,体育摘;.r7:番目のal純色:(,T,用して,町民)JiB助会のL制従を軸に体育

の振興を図る.

p.安全町立蔀二iI_りi),災吉/lJ｣こ然にJ,'JJき,i:id･JF■牧を,/.亡(する:LJ･B動の矧 iH.

ハ 111]/i,き′恒 ､にする1'.p-助の推進.

各町内会を中心に'611日｣刊 の美化情粧

二.温かく人に接し,射ヒを愛L,よい帆itll/ill)日:I

ホ.各棟会合の日射Ltl1尊耶.

へ,祝祭日には国旗を掲げる1.I)]るい旧民意誠o)高揚を1呈滝 .

卜 庇久陰干軒の発掘別姓報告.事芋の印刷即 rfL,郷-_･.文化の保逓保全/J碩 化する.

次に昭和39年度のIllLulJ~社会放育活動(計 l･1.l',/i)を列挙Lてふよう.

国旗,L'掲げる避軌 占少年睡全育成駅前会

家庭教育学級開披 郷土ー美化迎軌展側

.lJll--/iJ機関級 JllI.r.L&71年L桝習余

F.0.S.少1FT舶 ㌧成 Il三しく通'Hl1る1'･LildzJJ
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婦人会幹部研修会

町民迎動会

公民雌運営協議会

中学校生母親の集い

餌康生活迎動展開

夏期成人講座開詐

歳末助け合い訳芸会

成人式

教育映IL_q鑑'鑑会

Il.子年と婦人の集い

P.T.A.幹部粥習会

安全生活迎動旭川j

tlJI-年同幹部研修会

O 日生 町Ti'一年 間

川西,川東,川向,寒河,鳥の5分団に分かれ,月IL亘l定例鮎会をIjHき,体育 (野球,ノ､L,-ボー

ル,卓球)文化 (コーラス,茶道,説普)FL'乱 射占改善の各部の活動を協議している.年間の恒例
活動を挙げてみると,春は招魂祭,相撲大会,球技大会 (ソフトボール,ノミレ-ポール,卓球)夏か

ら秋にかけて全国青年祭那予選,県予選,全国大会に参机 秋には文化祭並びに球技大会,年末には

歳末助け令い運軌を展闘し社会福祉施設を慰問,冬はスキー/､ス運行を主催している.しかし,問題

点として,施設,設備不備の為,会合場所にさえ∃耳欠いており,信用組合,拙協等の室を借りている

現状てあるが,新中央公民館が酵備されるとこの(1り鳩は解消されよう.

活動 L.における指導助言者がいないこともE3]の発展を停滞させている大きな原因の1つである.礼

会教育主事をはじめボラ-/ティ7のグループヮーカーの充巽が必要であろう.

団長をはじめとする役員のみのl-i-隼田活動に帥き易いのはここでも例外ではなく,町内に職場を持

っている青年の少ない関係上,余暇の少ない者,無肌心な者 (特に女子宵年)が多い為田てほ機関紙

を発行してほいるが,その効果は芳しくなさそうである.最も根本的な正章問題であるだけにIEP-く解
決されることが望まれる.

｡ 日 生 町 婦 人 会

婦人の教養を高め,会Ll相互の親睦,生tL_r,の向上をIBlリ,郷土社会の健全な-)発展に寄与することを

目rJ/Jとして,既婚婦人及満25歳以上の女子を以って仙戊し, (昭和39年4月現在1,350名) 目的を速

成する?:J,に婦人の教義文化にじgする-･11項 を司る文化乱 保睡術/ヒ体育レクリエーション等に関するiri

項/a,司る厚生部,生産,加｣∴ 副業等経済振卿 こじtlするIt･r萌を扱う産業部,f上清改善に以け る鴻項に
阻係する生活科学h'li,及び会所動全般に;L亘り企也調姫を行なう総劫部を設けて活動している.年HJIJの

恒例串米は敬老会,招魂祭,戦死者魁霊祭,香山超老院慰問,町民避軌会.町政を聞いたり,働く婦

人の家庭教育について訴前会を開き,そして北川淋金に協力すると共に矧司募金対照施設 (岡山灯ろ

うIli'札 IIY･]山も'iE'･会)を祝',9;-iLている. ドブ1･.TI除をほじム')とする町内清掃,料理.艮乱 bどり等の講

習会が年数回U肋りtている.

i.(,･励ま!亡(昭和38年度)

〔歳入〕 総称 290,000円

D /D 20 30 40 .W bn

t･IL t∴ ~｢t

ア♂ ♂β 叩 /β♂

dT郎 t.缶 M,OCO

3こ36

(註)'∧′HJ212%'))l人Jには

邪_収入2%を含tj



..い と ･Lli: 120円×1.350ノ､

町左.;〔i):助成土(lJJ/J_ 33,∝矧LJ

敬老会七llb 49,Oa)H

Ipt企手数料 15,(料)lJI

I.# 付 _:I?,:,昭志布け 26,000円
日生 ライオソス 3,000円

錐収入:絹金利子他

総歳入'Jdrl.'の半袖を会･Lyでまかない,fllr(祉会放llr)交什金が :5分の 1,∫.W､1食の占める'.i'flJ合が 177･11

とい うのは妥当rJ:緑 とJLJ､i))Lる.

〔歳lJLl.〕 総触 188,000l-Lj

C/0 20 30 40 50 dO '/0 60 00 /00

乎 -F.取 ′04,000 会uJWは39(X沿蔓rl誰 支 出 tヽ

許)-rlT紫IJl:敬老会.心証祭,鹿毛院慰け1r],

J､レーポール過T-･派j止'Lk他

まき.'kLtt:lPkltlllL及仝llyj･tlf‥ ､J''-州J淵礼12.他

如別1I.Hj7111(旅'Jti,･Jl紡A!柿■肘山

雅文.'H:珊村人会協会仇担iz他

oful 越 点

日生mrには町民こぞってよく働 くとい う住民仕がある.年寄 も婦人もその例外ではない. しか し,

加入金の活動上 婦人か職をもっているとい うことは少なか らず災い しているようである.捌 如二会

lTにirl.t)が悪い ことは 1蕗の悩 7Lであろう.38年比には会議ませとして戚LLl!.総帥の20%軌//川や Lてい
るが,こu)うらに州映佃及会場j'～等が大 きな比率,LyrLiめているのである. (表参照)

会Llの以心 興味をひ くたa,'に‖火榊会をや t),Il･lLl巾個 を(侶 きって総会-,i/やる. もF',)/L会場･-;''LLb.-I-)

の不腑も大 きく原因 してはいるが .

さらには民謡噺 i),-L潮 IB.乱 ス クウェアー タンスでも徐 /I,にIL川 人)した '),hllliJjl入会を催 した･')

して会Liの参加を誘っているのである.

総会には令全損1,350名の約半数60OYJが.,敬老会′令には百数十名かそのtJr.跡 二参加 してきているよ

うにこうした舞力もその効果,J):･徐/-YにJXわか-)つある 七･)である.

次のI約 ･,.L会のIIi･.i紘 する役i･10な.I)j･L/'lL､ないとい うことであ7-う･Jr.'&場 と末座のl･l.jiL'J)Jlt二,13･

雌は少7い ､のであ7,ラ.紙車力,粁 斥力も必炎ではある/JI,家庭のll臓 がなか/LCか難か Lいとい うこと

である.酢 班と家庭/1,i,-滴 人力瑚 入会は眺 ･T._rL発.二やること(拍 かなか剛 E-/rllrてほあるか･(-()It･

の教育 (社会数JFl;,家庭数台･)の心を根本的に考えた･rQlL･そ して社会の-負 (市民)I u山 の一一･LIL

としての立糊を自覚 して明るい町づ くりの一役をになってもらいたいものである･

(逢 沢 止 叙)

337



3.年 中 行 事

の生LlL.iこくりかえされている.-､F常誰 も′,/tlることかわれわれの先祖の生活とどんな帆係かか ),ど

/JL入り｣な意味を もっているかとい うことを考えることは非常に穴 くて,.T3.味の掛 ､ことである･こ

のこと′r.J日生の民俗を通 して認蔵 したい.

こ.',てIIJl_lFけ:エ剛 .雌 の摘部脚 払ニI損亡tL IIll陽本線か らも退 く酢IL,メ...--卜隣似 山城 と瑚 Iiひつ

き′,Jtlt,JrL.jく､いささか孤 01したような形にrJ:って_rD･()文化が迦JL, .''柏 か らの′Lは形態/,(,よく保た)tで

いじ し/)tL宇野バスや赤地線の=H,.lh/l･機として.普/こてスコミ項,･iZ甲で し/iいにその資/it･変え :普

た.そ′iLで:i,今なお昔の姿をい くF)か とどLV)ている.

拙 申)午.-1･'(Jlrr,よ稲作をLJJ心 として季節仙 二戸Id列さ′い .ふ 1),人体畏(/Fu)一段落ごとにhlJ'L.か L;し

は さ と)i.それが-一般にil=･=帖 清のJi･･列の′iH･IVy)1須'J･,ているとl⊥らJLる.つ II.)そ)Lr,のh-ll::丁年

I.".Jy二心.･)-IJ肘 占のIri要なIx-_yJI)UをrLしている.そ こでl用土の年中行車,_/LJ,TIlIt'li.IL,(.,-仰招俗,:･I)l''廿

∴l'･'け るものを･I.･Llに Lて漁村の軌llk]なさLは さんで､/(:のい くらか L,季節lL/Jt,こ紹介 して･/Al').
(i) fI. )1 'lJ' h
l=｣/frjl.ほ年中'H恒′)中でJl封.!r'1-1Jli/Lふので.t';,ら. こ1日よ咋luJ依FLであるととbに,lrl川 にhI:'llノー･儀

礼とLての性格をもっている.前廿の射 二桝っき,松則 りなどの‥-.日を迎え7J準備をし,人嘱目の晩

迎 くまで眠 らず,除夜の紺の11.を捌いて年を越すとい うことはrlJLにおいても他地域 と同はであら.

ただ111t.町においてはIL8-蘇 /LIY･祝わ'>Lい.普/こ別か孤に.'uていて掛 こ桝をついていない家では雑燕L(ち

祝わず,代 7)に元LI_に妹 Il軌 2Hにぜんざい,3日にすまLを祝 う. ここで:よ雑煮 とぜんざいとをあ

ま1)区別 して考えていri:いそ うである,布l､榊 杜では元旦初祭があ り,年を祝い厄払いをする.j也鰍

､1･(rl!JiMJ雑柑),幽念 !1-･･(日生Ilりu'L)では処か会といって 正月のお祝いをする. また 1月16Uを

小 山二4L]間御lL忌とい う'lr事がある.こ1日よ16rl.=J.親幣_L･.人の命 日にIL1t),上人の御絵像や御本尊

の阿弥陀如来に供物 として餅 ･果千 ･くだ ものを眺え, b柾をあげ後で訴状も+る.大多府を炊 く日

生町はほとんどの人が責宗の信徒であ I).熱心に この'n･-拝に参加する.

大多称 二は10日か ら蛍胡:こかけておu杵の'H.-･jトがある. これは太陽崇拝の名残 1)であるか, 白然と

収組んでいて段民にとっては出釧/なものである.10日に本町の春 日神社の神羊 さんを迎え,､一'l星の家

を紬 こして神様をまつ り,御酒を飲Zt.きんご (ば くちのことであ り.以前は盛んてあったか今は し

ていないO) を して遊び.お旭夜JとしてllIの(.LJll.､所でHの出L,拝する. このJ(r･い･:エ日生叫でもこの人

多府).'-:,i二のみ存 し.他地域には無いとい うこと/JJl二の,l:7,民のドl他の 1-)にな,,ている.
i/ノJワ

14Flにほとんどといって,正月のお飾 り,江連経､r‖]松などを焼 き払い-Jl三月の Ly)くくE)i,す るとい

う'TT事かある.日生でILL'i･宗の信徒かはと/Lと~:.辛)I).Jl'.Jlのお飾.17-.迅純をI.Fct､ので夜の7-川:け

rH ､/い I･･Jl.,1'/,;二･))(.耽 り;'-I･:冊.I.(･･['1日l/( ,･:トィ', -一･二H.-.'HIJ'イル L/)I,/ノ1 -ノ;一_//jL/,I

,h.叶J＼川 ,i-.)- ノ･一三一Lて:jlL''jHJ,I/ILl')ノr,･LH二･}',lH/JLr'抑川lLてさ/こ1.0.i.:!Jr,-Jト人む小心∴い

くつかU)く-,-I)を作 り,川崎で止月の kl'lflJl)･l"J松 .江迎純 ･.tI･初めの泊 LJは とい二火･Ji,つける.その火
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て銘餅を焼いて食べると病㌔ほ L/i:いとか,糾 iの1･)(か高 く上力12Lは上達するとれ 灰を家のまわL)

にまくと虫かこないとかいう迷信はこの火に特殊な呪力を認めていたことを示 している.桝の仙i前Iuj

伊塵のある.部落には燃えさしの木にも同様の力を認めていて.村中のお飾 りを幼め.大きな技ぶ()の

よい松を買ってきてまん中にすえてしんけ (Lん木)として火をつけ,最も金を多く出した人はもえ

のこl)のしんをi_､らい門光に立てていたが.今は Lていない.大多府においても寒河とほとんど同じ

よ.)であるが,Tut組の行水ではなく,焼いた鉄郎を家にもってかえり再び神様へ供える.また寒河
では大どんどをし火合戦から石合戦になL),ついにはけんかにな(,),危険性狛Lのためこの'r月1Lは今年

は中止さ:lLた.柚TWJではすてにこのよ')/上村企(tの行車ではなく,各家庭ごとに,ト.['!佃 別 愁,ELて

いる.

(2) 永代維 ･別永代維

数が多いのて,永代掛 工船永代経とい ､う.こJLは-洋.か始=tってll)､米の信徒て,亡 くなったすべて

の人を くるめて,.Llで命｢]の経をraむ.

hjJJ永代経は1年帖 こ亡 くなったィ.--.fiL･の法,lトである./FのiJtU.'の中日を中心に1川.I-,1/(｣､/i:)っれるれ

行･J･t:lJl容は永代緑に同じ.

(.'i)節句 (ひfL糸 L)･Lヱ･jふ)

独所では節句はI.iYiんでないとIiTJいていたか,ひ/i:奈 i)i,,り】にする地域もあ(),こう川 こすィ'J地域も
ありまT)まらで.女リ亡か生れたIl{rと/Jt嫁さ/i,をもらった岬少しはてに祝う私度であ.'),隣リU)OlllJ一冊l｣▲

に 拓いても同じ.5月5日の端午の節句についてL,lyllITIF)をあげ,らまきを良べる抑畦である.

(4〕 招 魂 祭 と 花 見

これは戦クヒ者の旭t霊祭であr'),1u｣をあげてか/亡t)塩大に催される.1｣生では4)]lOllに上山 (招魂

山)の飢台題 (忠魂碑)の前の広助にう'B族が畏まf)倣光一占の供盛,iT･し,その後でE省が角)rJをする.

複には花火を合Lj如二者か代のメロディーにのせ,慰こ.'lL姑過の･[=め灼粍血Lをする.過にはタンシリが

LJjていたが,今年は出なかった.若者連,'jilfU./̂11(ニまかせて. 他のタンジー)ともみ合うこ とが多 いの

で,危険か伴うか小l='l上したのであろう.寒河ては.4月31｣に寒tlrJと細浦の忠魂碑の前で,llr.1宗,

真言,神道の3つで1牛交代に追弔法要をする.このl｣ほ ら上うど節句の日に当るが,一般の人は山

へ弁当をもって登 り,花見をして遊ぶ.日生では柄魂山に桜の木があり,公幽になっていて,そこで

花ILをする.仙前叫のある地域では以前ほと盛んではないが, 4月3日の節句に 山へ登 り花見 をす

る.この招魂祭の行-1l･.はEl生にとって!i]lI)｣･盆 ･氏神様の祭 i)に次いで丑要な森 IP)となっている.

(5) 恵 比 須 条

H/1.としては唯 ･の鰍所らしい祭 I)である.こ,hlよ魚しまか終 :)軌を感謝するLLV),I.fJ,J､路部(Lkの

虻千社で余 りをする.紬に闇係の/ll.lJいIAも劉 ニト)-るカ∴特)jJJ/LE廿IL.I..t無い.人多府でiL企L-ii縦様とい

っLェに88枚に,iuI帖のuL-i.I;て,当位の家を仙二Lてふんな娘まリ,御刑を飲み魚料雌,Ly食す.備‖'Jil

町大字片上の虐比須宮ではこの余 りは 2月に冬の練糸として峠下でi.t四大寺の裸祭とともに有名であ

･▲1.

LbJ E,':(･ 鹿 .'L･:

5月21日 (lH暦/1月lLl)は税龍上人(Jj誕′l川 であ.-).ill-I,;言Jfでは#.を読み,溝献,iJL,正でごt'
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そ ･-)/J)tHJ.さ′h,o',.

(7) 虫 送 り

Il'l.a)蔦′束-:Lは 6Jl1IL,硯帖 ′.Jl'亡へ,代/LL噸 (/Fll神Ll二) ＼参る. 7｣]1511に､う稲U)I.l･.'虫J,7で追い

払 う/''-:tJ)氏神揃へI4,,H),神l‡んか赤 ･l'jの中仙rl(拝LĴ,それを各 l]射J二持ち帰 りLUに立.てていた.

その日の晩.-_ニよ氏神相の境叶 r_イliJ.iJが並ひ,溺れた山桃か克 ちjt,る. 以上の こ'二㌧L'現祈tJ盛んでな
し､

寒7日1てほ,州楠の終 った後の7)｣初め,人/,･が ｢)貞光いんけ｣ (jLlを洗いに'(rtナとい う意味であろ

･)し)と7王に呼ひかけrTって代神は (ノし肺宮)へ参る. ∴′山 よIll机でよご,iLた)Llをお宮の清水て洗い,

川か レLLか 4).後のfIl-iu)-こ:{八(i:J神fJJこ1かせるとい う意味 ,i-もっている机 リl際に水に)Llをつけ

て洗 うことは しない.

(8) 七 夕 ･急 行 ●11

8月6日の晩に9:I.Zざくや il'よう-L'.,んをつる Lた鑑を庭 に立て,すいか ･うF)･ぶとう･あん餅など

を供える.｣二川Jは短ざくにはLll､(,畑の露をとって匙をとか し.lTいていたが,今はそのようなことは し

ていない.今で もそ うLている地域があるとriHL､た,

盆の/H出 土8月1二川 に仏を迎え,14日にJ.‡参 ()kr,し 15日の夜1211JJt-･rZ)か lP･わ らの小舟に盆の()I,

Ll',/J･1(果せ渥･｣臣＼流す.】3日に仏,iTJ迎え,>ltil.H仏u)小在の1封二参るとい うのはいささか｣',JlTILている

ように思われる.

七夕と盆とはつなが r)があるようてある. とい うのは,大 :'t,JT]では16rlに万焔とい って二日欄 1の火

祭かあるが,この 日尉E･IU子供達は家 )Zか Lt,,わ らを蝕め,披ILLiAGC)上に ′lつ ･5つのわ らく.ろi_yJ作 り夜

になるとそれに火をつける.その明 L)で仏が帰 るといJっれている. この方燈であるが,同 L'ような行

Lhが備前町にも撮近まであ った.備前叫では方矧 よ池の l二丁な どの高い所に'ti'土山の形に くえを1.｣lち

こ17̂維i:は り.た くさんの小 さ存｢'tうらん/i,つ7JL,明 りをつけていた,そ こで七夕の後でLL1-めた

'l■的こも火をつけた.

(9) 潜祭 ･LL奈 ･秋祭

それぞれ氏神様へ参る.以ILII')のJ:うプcjl丈樵 と神とUL)i.11ひつ き(,t満,ILてきていて, L'クL,-ショ-/と

Lて軽い意味で参る,特別他地域 と変J-)つffl佃:は触いれ た/>i大多府の10月2411から翌日にかけて

の秋祭てほ,.I.'.I,の小学/_l=.がか く (あんとんのこと)に絵 ･TIを,1ほ ,1メー トル はきぐらいに並べ,

ノ′)うそ くを人JLI‖l)をつけ/J,

(1()) 祈 願 祭

7′り8日/1,(fIJの記念 日と1亡いるれ lJLJ･別な'HtltrH_/.(く,むし/'隣 りのlJl'I'JliiJlHJの)'LLのノJか祈IS.ll.祭

日1.1-1名て ある.仙榊J)ll_Lて日18)]初め二,1の皮.)i上I)L_kにふいて花火大会カ㍉らる.
(ll) 地 蔵 祭

7月14日寒河では地蔵様の祭 りがある.この祭 りにIよ伝説がある,その伝説 とは 甘ある人が井ト･

を掘っていたら,身の丈30センチ く､･｢)いの石地蔵の立像か出てきた,山宕ては像をま-)ることは しな

いか,こJ)まま放TEい てrrJ.くとそまつにiJ:I),普/二地威蘭 ,L阿弥陀如二和二似ていて慈悲深 く,他の人

が仏に/よるのを助けるとい うので, まつったソJが⊂1こか,1うとい うことて,西願寺の棄約 100メ- トル
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の所にお堂をつくりま--)･'ている.ふたん(tJ判めている値のBT,.をこの 14｢=二は捌き, 参拝し経を読

む.

｢12) 大多府の子供祭

大仰 fには大井日 の-と圧にJJ:神はL'まつりている ′日1′日日二-(･()I:瀧 か水神様の11rJに･ll･L7)･トLL

て′仙 l'IL,かけ,寓 /Lからさい鈍,ldH:･LV'.小損の小て2晩 h心i*'ナ}'J.人多 什 L,は/すくにはAl二日‥lI/LILI
a)で,lJ:ぜこの [うな祭 ()が'lJ'･/亡.卜.IlてきrJH.LJ)か.,てい-ない.

8月23日に手工他l'･.k祭がある.こ川 上/)(刺,*とT.仙Tr.i(･(,LLi別の行IJ･,-･てあ り,水神祭vlrI.lJtl.･=二tう:二

他放伐の淋 二小h抱 かけその中て遊び,23日,2･1日の2晩お通淡する.

10jJ24日にHllJ.榊 祭が'(I'な)っ,11る.71t.,大も附に来叫JC,-!Y･:Iの付がF,I.li1tl′l･したとい う伝.説か'俄 ･1ている

れ そのあたりはこのJ..I,のラt,でくJ.lElもさ/̂しく.′ぺ(昧:u･-.く恐 JlらJL 人 が々LhJ't)つ,JJ,/i:い所であ-,

た.そこに紺帖1抽 i=I,,ってい,yJ..(:.I,a)人の誹てIは.こV)I.'.'J/J溌 展 したのもきっと裾州恥F).rlJ･JN-J-/c
lF'/)うとrir).~i''ようど10j=Jのこのこ7)がさつ宅いもの収位馴 二lliL),この21rll'供凄く.r.きって日 日 ｣
なLLiめて七て.=lO).いてIb'tL､てftベろ.そ ･')い ')ことか l-,い吊 り原 とも.‡川 l_/J,1●用 JtJ.I,15lLV)て来た

いもほほとんと食べ尽していたが,今ではノr:.テ抽 Il.ぜいた くに.'.El),--(供辻L/つIlが肥えてきて,いい .i

Etんの少しだけ允べ,残ったいJ,は,J'L･L),イ()lこ:,Bが乍川T'..1をI'■(っていろ.

(1.i) け ん L

二川 上その叶の収穫が!!]!.･J･'二に終ったことJtf祝･-)玄(･祭である.大JJyJr･fでLtll)1の171桝の亥のItと次

の亥の=二J:.I,の了貼 如 ミおさい銭をjJ:itv),心に-(眺の人数だけの椛をつけて,各I.liJミ縄の端を1..J-って

げんし歌というもの,iJ歌いri:がらlJ'Ly引きlこげて地を突 く.今てはJfL軽 の 後のE帥 HH･J･.:てあった.ll'い

塔Jk失ない. LH,J与の遊びに なっている.この'lJlHtHJJここも-'jFi･･l(こも,漢/'･=とな ()のOllIIJll'I7JMH-_LI,lt■ノ

,日/IL､.

(14) b JIL 夜

大JVyJffては欣然の後,10)lは州l.lJ.･Jlと.Tiわ▲EL,神t.LG}Lが.lti票へ 日かれるので, 神様む送るといっ
て,10月31Flに大人適は寄 り合って御所を鉄 人, (供;-tt5上,I),とで枯木をJJきめてきて1円中火をたき,

にぎり飯を食べる.11月30日には神様が帰 って瀬r,)九るのを迎えるといい,神を送る時と同 じ'rl･幣を

する.

(15) 角 夜 (逮 夜)

親切 卜人の命｢1(1月16日)の前のI晩を/iTイを'と.itい,汁ll::陶をJ●lJ従といっL tに読rJtそのfLrlJhl.I;ll'1-に

よそから有7.人を呼び講.許をする.

(16) 報 恩 辞

かな1)有令な法11'であり,木師等3代目の党':urJ上人こより始めら)1,,蓮如上人の畔か ら急に1!.%/Lに

なった.門徒の家では親帝上人の恩を感謝する普味で,自分の家の軌際限を年に 1度,特に冬する.

.守･･の一方から門徒の家へ出向き,大人は大人回十を. 子朗は子供同士を招き, 上人, 阿弥iLLJ来./fおか

み,いっしょに経を読む.口lE西念寺では後で.す トーii'といって握 L)飯 ･煮 しめ.(1hあげ,こうやど

うふなとのごちそうが出さiLる.終職後,米に不｢川日.てから人を招 くことはずいぶん派 p,た.
(17) 訪 神 信 仰
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船の神(.rtゴふな/し様 (舶神 ) といい 小さな損てT上靴｣､になるといって壬,'L')ftL､が,大きrj:師 ニ

/i:ると桐の箱の中にまつってある.正月には御所を供t,12船了といって大馴1佃と小鞘12佃を供え

る.また,おふなん様は女の神様であると言われ.船か港へ揃ってきて雨 ･凧の晩に ｢チ ソチロ,チ

ンイ･p_ と鳴る.そ)ltlLセ′も/i:ん様/Jl刊I'.いてい;l')のfiと戸㍊1.1Lる.

1,-l一占排参りはlI!t-.で汀′lHご/)川休で.･fた,舶ノ1･新);土LI=IL'Jに いJ)lltl'li'/i:-仝V)神とLて斜 Ii羅LTt＼

1,,1こ..

伊勢参 りは,以帖 二は抜4g･1)といって,仇をしているとどうtてi,グルーフでlJ明 春 F)かできない

ので.若者ほほ硯に無断て家を飛び出して参 r),絵).t:;/a:祝って帰って来る. これはずっと前のことて

あ .I),今てはそのよf)なことはない.

Il′｢町の年中行r粧L大体1:)._L･.の,)うである.しかL､これ らも文化の発は:･=つjLてそ′‡し本来の意味

は滞,ILr=た先祖のi~け亡J,た/H-･lLそれr'1休を酬 l'‖:して･i･けついてきた.そu)-鮎 あるいは全.冊が･-lr

lトニfi:ったもの t,ある.この帆和上今後も拭 いて'([く7:あ7'う.いかに機械史明のIH_の√t.てあるとい

えども, うるおいのある/ヒi.T.ILL,送るにはこ.れらな受けついで'日をたいものである.J'-1分が,1,けついだ

I)のの上に何ものかをJlけ加えることかな (-ri)光糾J)退俺を受けついだliけで人/卜の意.,瓦はある.

(丁7 娃 徹 也)
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第ⅥR章 県境(蘇境)地帯にからむ諸問題

1. 描備文化･比俗の交抑二tri域

(イ) -)I r_.

吏通離間の発tli･,マスコミの発達などに上り硯鮎 -_おいて.方言は,その地方的特色をしだいに失

ってきている. Lか し日常生所において/ト粋u)地 )1人が'#庭内あるいは隣近所て属す言酷とい う4,の

と･t,やは りその地方の′1=清と節線にむすびついている)j言であろうし,また吉姫それ自体LL 摂準語

とJU血Ll.:哨語であっても7クセン ト等は,その地方独特の ものである場合が.ほとんどであろ ･).

こ′妻しらけ小を考えると,個人の/1精確冊が広かるに従って,jL=山新がますます要求さ,1Lるようにな

るれ そdLでも方言は変化 Lて Lまいは Lない もLDである,すなわち方言は｢交通 の阻隔と地方的･hI
hrJの粕過を原因として発達 し,地方人の当･.nr.,文化を庶映するものであ り,全国共通なものでないだ

けに,地方人の生前には,股 も適 した吉和である.従って日本の各地域の状態れ 全 く同一にli:i;'lJ:

い以上は.その社会を反映する万言か東豪語化されるにu'1ら限度があ り,その地域社会にとって不
似合なほどの変執 摘-さ′1しない｣のてある,以 ヒのlli/J､r'も,Jj言の地域Z,Y:･.港 .-J.LJベるとい うことtT.,

息味のあることと′lLl,ラ,

HiLJ也))における方言の調付 し .州佃 uiを.軋U,.人多府J:.',IIl/L.寒河.裾紺の5地点にした,

口ニト川r全体の万 古の横 丁･について調べたかったれ 舶 ち)tたEl粍/A:ので,こfLだけの地域に限定せざ

る,LL∴なかった.

各地域では最低 4,5人 くらいについて胡禿 Lたが,対敏は,50歳以上の 男女で その他少数の中学

いナha)l汗Z坪を t t)廉 く受けているかとい うtlT切か F,,不十分左か ら/).t述べてみたいと′lLl,ラ.

こか らの5地,L!.r1.,iT･-)i:,･いて見て-偶 感したことは,裾flttr'f,;ごとに,特徴的な独I'TのことばがLf,)ろとい

うIjiである.r=とえは>寒河に'(Jくと､ Iit･1本(I/.JにLTえといわれJHL'ゎか.ちないけ九 とも, ここは ll

/I.とはこと:['tJミFH'/.-')J といい.lTIJL'寒t･･lul･いて t,lliFを越えると号たことは'か らか って ･てるとい :''.TJL'J

J'･てある.

i,･L'U:.'Jと人多)帆 :.lJでも,!.Tっきt)と追っているとい う.寒河で皿いた証しによると,堆河か ら,赤馳

ソjJklに嫁に'(J'･った人古土J'1分ul)こと汀.'lLJu'いか:a'.いf=め.､L'1分非Jiit;に#労し仁とい う･わ,こて,Jl=Lr(I:では. こ

とは使いにく.T" 作に気なつけているそr)で,1力鞘JIのF([.卸町u-)=JiE'':しいことばfCど(L Iだし､に/LfくJ'-C

ってきている佃日日三である.
そ.hでは.こ,lll)巾地ノ:!'JJ(,lH1_;Ill/.)(ニどの.[I)/⊂こと/.∫,:i,(i)i)lH ていろの/),とし})ことに′)いて.

lJ.'臥 7ク七ソト,詔伏‥語佃 二'JJtけて,.N川･LF.-13..TI'｣土J.I述べてI,iたい.

1.音廿日二ついて

7■]]欄 の他))F'lJ.川1通 に ついての研'発は ノJ言軒先の.ちr,'ゆ7AJ;'F,lHJのJ)1-･酢｢ゴくtL'⊂いるとい r)こと1∴P)
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リ,il･し7)語蓑に屈すべき性質の靴音の研究はか E)が5,い.またこれは範関も非常に払いものでなか

･ri:かっかもに くいものである.従-,て ここては,蚊 ▲し硬化 しやすい,母音だけの音節が,語Lい,語尾

に くる槻令について調べることにした.この場令,殻 も稚々の変化を示すのが,イの昔である.そし

てこ,1Lは 僻に7段許の次に来る切介に日日lhjをはらむのである.こ こでiJ.. 7 (. -/'T-, r)(･ オ

ィ,:r-イlオーLの辿ljj=湖に/)いて調一存したこと1.･'LJ-.t_でIJくる.

･アイ- --人脈,鯛.米作

今日三日こおける変JrLなみると 〔6:〕 または 〔占〕となるもの, 〔乞:〕と/Lるもの 〔a::〕や 〔記〕と/'Lる

もの,〔ja:〕や 〔占a:〕となるもの,〔a:〕となるもの.〔a5a〕のJ/I,に二市野制になるもの等様/I,

である,血京のLIJの T'他.H.,;は7イそのままであるが, ~下Il日でLL〔占:〕が7*られる.l･Y.]l川上〆エー

コ,ラェーネt/-/J:ど 〔記:〕とし､うので (-T名で ちろが,It/t他~ノJでは,人3'y府鳥に腔 こ)'-'Li/再巨')し

ろだけでruiの地域では.JIM (L)iL:化してい/二にい.

07:L･.I.･虻,お供え,前

l'Y･hll地JJ1-rJtl･)lmするカェールとかオソナェ一差どとし､うJい-)J'は.ここて'.上ほとんで兄l')′h.'〔い,

おLい /'L､ことは.iJl日:,',;こhtL､てアユのェが 1に帖化した型のオソナイとい L>) ..い)Jが▲¢'7Jことて

,もろ. (オカエ リ-オカ1'リ,-エー- †の変化:.Lごく普jTiてあるが)

･ウイ--･ぬいもの,スイれ くし､

イ 了ll,;化する帆･',)/)ミ最しき/Jl/i,て.tiMJJJq.I-,.1',,両肌 ･lr.:ll',, 中国糾也 (llYlHLl付近.i'(1備後の:i

仰.lLJ折 の 3同等),九州の各地に比｢),-いる.がIl/I･地)バ二おいてrL この転化も比LL･)fL/;い. た
たくいを クエとい う.

･オイ･･･I.(!'tP,,+.イ L.太い

あま()変化していないが人い-フテ一㌦少しだがt.臣,'7:,､[うに,lJl.i)Jl(.I,.

･エ イ･.･･･峡Flhi,日用 命令

･l'--の汀へ転化Lている,今川はとんとにんレ)jLTJ.

･オr--･-･単衣,覚える,こえたこ

-.-の出二へ帖 ヒL⊂いる. これは.東京,京都にも見 r)れ,全国的なもののようである.

また ｢(i-｣ とか ■一之 とい う助詞かついた場合の母親の変化もここでは,あまり見られない.

以ト調iJr_の仕方U)ますさも′.ちり,改まった汽LいJJ-なされた り,仇-(I二てはほとんどJT,J,.'.準;折ですとし､っ

て J̀.'J)まE)話してもらえ二′こかったりい 7)い7'と打方･LrLれ 甘肌 こついて川､乍仙′lJJ;こIはると,あま り

I叫=l地-)ju)影響を受けていない様におもわれる. 1軌 まっきりして いるのは 岡山地)J-ては. yェ一

つ.ラェーネソなど 〔aB:〕の音を使用するが,こ.山 王大JS府を,l叛くとほとんど昆らh.'11､,

2,7ク七ソトについて

｢全国の方言をよ,7ク七ソトから見て,東京と同じ系統のアク七ソ トをもつ乙施アクセント (東京

式7//七ソト), 京瓢 大阪と同じ系統の7ク七./卜をもつLll稚アタ七･/卜(京阪式アク七./ト)ア

クセントによって語の意義を区別することが全然FLいもの, 昆ノJ-に,i,,てtL,7ク七./卜がlL:いとい

この幣理から見ると岡LLliF:rH土Ik京式アク七t/卜であ り,隣接 している兵姉舵,芥川県が京阪式7グ
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セントてあるのて,児境に位位 しているこの地方はt軸椎rJ:様相を 豊 して いると,E上月っilる. 調査て

は 二音節名詞J,i,分規 したものを用意 L,これを証/Lで もr?う形式をとった. この分瓶は同一突如こ屈

する語敬は同一地方では通例同一の7クセソトで発辞されることを示すものである,

このようにd/7L相川 詞がはっきi)と/I)畑されるとい L')ことは.定説であって--掛 こ;Nt/LJd)ら九ている

ことである. どたここては,二苦節名:TJI,こついての7A.J.rJPr'しているが,同様なことか r叩丁T･節名詞.

TT用､Jの動詞,形帝詞 ,｢丁■摘IJ'の識語について い ､j)圧 二すJ.'･節名詞の場合と､F/吊的Fll/.樟朗 苗∵在す

る Iので二二LtiJITJ一名詞について述べておけば､大(1,'V)7 'Jセントの状触 ､しっ/Jti')ると/Ill,ラ.次に')i慨 に

.J.1J刊.したことは'について述べて.7*よF),

･朋 -類名訂 ･･･各地で比陵的7 ク七ソ トU)tJがしの少ない語Tli.

H ir:. -Jji 日, )(i,両 雄 jl,I hTl Tln 点 )1-㌔ ,TL 榔

7l) ゼ ･IJ -ど プノ -Lil カ ーピ

吾ヲ打 ･･-(lit,年,捕,柿,帆,口,竹.鳥,払 ,'ll打.鉦 恥 招.水,也
･昭二斯名詞- 成東･兼阪式の刈照 をJ:く示す.

汗行灯 ･････石.晋.紙 川,払 橋,班.冬､lllJ, ll

この･いてIl.冬とい う鰍 よ,H/i.I91'=∴■,,大Lt岡地))でもナ ノ,フユと′'.亡っている. こ:出 土,扶育

とい う闇述語か らきたのではないかと思わJlる.lJミ嘉 ･京阪式の最も軒 藍に差が出てお り,一般的

に言われている語は橋である.町 r:,,日生,軌 21).火多府では-手とい う東京製7ク七./トである

のに対 し,寒河,福鯛では/Tシと京阪式7ク七･/トになっている.また寒河は,東京式と京阪式ア

I)-Ll/卜とが入 り貼 って使われているけ右ども.京阪式の方が少し多く佃Hっれている様に,tLF.ラ,Tlhi

帥 :t宣全_に京阪式7クセソトである.

･用二筋.Y.詞- ･この酢瓢 も加京式 ･/T日奴式もよっきりとした対iL-PJfみせる.

L d二 _空｣｣ _竺 止 空 _ r･り 漣 ｣ _⊥ 東 只

ヤ て

ヤ て ガ

に 三 十 -

(I r: ;: l - 7 ･JJ
l ヤ て ガ lヤ てカ

語Wi･.I.･･)L 他.犬,メ.J.ち,演,早,靴.栄,炭.)..lJ.刀,LJE,豆,1=｢,山
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第二Tll(とrTL=二傾向が比ら′hる,剰 L･H二.トいては.ほ と/LとのarA;カl'.媒京式てあるか,靴,花 とい う..!･;A

についてばbッ,ノこナとい う7クセントが 簸られる.

･第 Pl･r畑 名 詞

H ノl一 州 J.,I, 人't･JrJ' I)i(･河 わ.I; tIn IIi i,･t ih 郁

ソノ サ

JJ + JJ'

カ サ ノノ サ ノノ サ

/) サ カ IJ) サ カ▲ j) サ )J

海事針 ･･川根,糸.海.描,管,宿, 坐 , 管,鉦 札

締掛 ま完全に庶阪式アクセントである.特に第･lJ.福浦に於て:i/JL他地域ではニシとなってその訂;

iJ<はっきL)と,示 している.板,糸について(I" との地土舶こい ､てもイタ- イクMhll.イ ト,イ トガと

な ,ていた.

･J'jj,-1T'類 ,･<(‥り-】

=/L,殊.lLlJ,大 多凧 寒河等では大体東京式7/}七./卜がある,すたわ と)岡LLり虹JJの]影轡をrrl･けて

いると思われるが.TIL.I,滴においては,多少景阪式 7ク七./トも混っている.

以上で大休わかる様に,地域的に も兵月て掛 こ近 く.昭和38年9月1[1赤札TlTに舶入された舶浦地区

は,大体京阪式アクセントでJJ)る. また福浦 と近接す る寒河では,岡山 ･兵柿両地方の影坪を受けて

アク七'/卜もまちまちてある.他のl性,i軌 .'.Ij,大名府J:.JJでは凍京式 7クセン トがI.船的て,明 らか

に岡lH也プjとの洲係が探し､

証 ｢-｣111は押軌㌻.巧の高いことJLJノ)I,.し･F-T.

.'i.詔浩 に つ い て

国内と-U)]lil-)ノで も,TI-地それぞ,iHこ特徴r'机i:もののきハ､あ らわしプJ.ことばに抑 ナる地JJ色とい う

ものが1すっきりと現川 tている.たと,iLE逆接 ｢･･rたけiLどもLについて7,̂ると,陛lf.ではモーシワ

ケ-)-ガンス ソト､そ つL, ミラ-//タン七. (まことにナbL.fせ/Jlと.これを 比て下さいまし) とい

ら.【うに ドーl:-を仙月け るし,J出女･肥前)Jll日代 は ｢- ノテソ_L/JllL､十,しるしく,火北てはスてi･.-ケ

ントのよ jにゲソ トとFトっている.即['FT,I,.灘 とい r)の(i,個 JIの語=''J.侶fn-FCとと闇:ldHf持 ったこと
ばの袈別方法なので(i;)ち,

ィ.あいさつの こと(〔

朝--汁-ヨーー

オ - ヨ ー サ ン (= /ド. JllLI.:i, 準 ;,Lff.L.I;rll.･.)
す-ヨーーjサンス (大 9y府)
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｢1申･-･コソニチ ワ

7'ッイノー,アナ ーノ- (円牛,弧乱 火車府)

オアツーゴサ ンス ( 〝 )

オ7ツー,オ7ツア ンス (')ie･河,Tl･uT浦)

/yノJ ･･オシー,,ィ. シマ寸6.け -

コソ,It/ワ (li/I-.)

オシ-.,イナ- L/, シて †1. (上帖 :.I,)

コソバ ン,オシメ ンセー

シマオーヤ (大身府)

オシマ イ (ナサイ) シマイマシ …1- (寒 7LIT,手庸肝)

.i,-)い さつの ことばは以上の様な もので. ll/I,iIliI..lJ,大 ĵfv府 の ことは'ほ大作跡 目-ui)Jと似 ている

ただiIViL'TJのオシマイナ- レの-･-J-- レとい .I)こ と･:t'(上.近碓)JL面の ことiir.;,Lい

p,代 名 詞

･人 称 代名 詞

この他 ｢私通｣の ことを ワイラ, ｢私は｣とい う岬オ ラー竿と他 ウ

｢あなたは rLt.オ ンシャ-と使 う

不 定 称
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･指 示 代 名 詞

-. 勅 ′小二..'･Jの 川法

fll'lMLlか他域 と:tj='iっている.

こ.動詞.Ll))動‖止 助詞等の)LI渋

･H il''1 , 禁 Jl

福油ては岡山地方でよく使 うイケソとい うことは'てilむ用し/tい.

･命令,勧誘,推韻等の助動詞の用例

雨だろう-･･･日生,戚島,大多府では雨ジャp-

寒河,相浦では雨 タローが主に(如っれている.

よく兄,'亡さい- ･･ヨーミラレ～, ヨー ミーが全地域て使われている.

州 ..I,では ヨー ミナ- L,というように近雅 ことは'と,r上りっ:hる.-ミナ- L/とい うのが依れiLている

まI.:大 多仰.i.1,では ヨー ミソ七一ともFi･).
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･原田,埋れ 限定等

-･だから･･･ンヤーカラ,シャーカラ

それて･.･七一テ

寒州 こおいて川根左の接続助詞-ケンに似た川法であるI.スル七ソナーとい う一.コ'いノJがある.まにtIl.lt

脚において ｢横へ米なさい｣ とい う場合, 肪シーー米なさい｣等 とい う.

･断 定

U/i,弧〔.I-,.大多伸 二おいては-ジ1,,-･ジ1,ツタを他用している.寒河,福浦におい て:よ.ン1･,

シャッタも仕っているが,ダ,タックとい う7コいJJが.かな t)多く使われている.

･文 小二付く助詞の用例

いけないよ

イケン/(チ)(ド),アカソ./(チ)(ド) イカンHL]止,弧 ふ 大多府,寒河

7カンテ-福浦

そ ういいますよ

ソーユーテ(ゾ) ソーユーガナ ソガイイヨール ト ･u化,ill日.∫,.

ソーユーンジャ,ソーユーゾナ,ソーユーカ■ノー-人多府J.':,

七t/ユlワ-鮎浦

そ うですねえ

ソーン 十ナ-,ソージャこナ-.･･日JI.,iELl.I"I,

ソ-ジヤナ-,ソー ンャノー-十大多府

ソーシャナー-寒f･.I,福帝

大多府では･-･)ヤノーとい う言いJjが杓Fxl'1'･rC.'.明らかに岡山地ノjの膨坪を受けていると･-LlJっ)L

る.

･-して下さい

シテクレー,シテタラ./七-.シテオy i,･･-11'1.iJju::,

シテカー七一,シテモラエンか -大多J付

シテタソ七一,タン七-ノー,シテ一丁･ .. ノーナ--･')iL,'(.ll

シノ ,シテクレンか ･･裾漸

l性 ,UL.Ii:,･･･タラソ七ー 大多府.･･カー七一,卿 ･ト ク./･t=-とい うのがそ.ILぞJL糊 女J'II,J,'i-いい

プJである.

I-F1.請.'T,nl･(,L つ い て

地ノJ語jAi･の中には,捺Afi語とル 由Lた･T･.享./iらtll)掛二才目迎をもついわゆる靴語も排準治と別帥 )俗に

いう方言すFi:わち任 旨も握 っている.また市銀 とい うものは,音韻 とか7クセント等の様に社会の変

化などで簡掛 二は変化 しないものとちがい.マスコミや社会状況によりいろいろと変化するものであ

る.ここではごく一部の語免について,各地域に朽散的なt,のをあげてみた･

･名 詞
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..lil; ,,.lJ,L 赤 (

: こ1 - ,I

シ ナ,ム ラ

純 朕 1 1'yI

7' -)) シ ソ ル イ

// イ ノ ケ

寒 河 ジ /7!,ム ラ ヤ ーY コ

福 浦 〝 ′′

テ フ チ ソ

ヒ メ イ フ ナ

デ ブ チ ン.オ ブ コ

/ ソ ル イ // 〝

〝 l テ 71(ポ)チ ソ

桝 ･･･寒河では ノミッポ, ク ソIjと ,うう

兄-.･.7-チ ャン, 二-ナ 1･ソ

父-･-オ トーチ ャン,オ トッナ l･ソ

U ･･-･オ カーチ It,I/

lyJu- 7シタ, 7シク l)

ll1口-ヰ ノー, キ二 ョ一

朝･-･-アサ(マ)

か たつjlrl)-デ ンテ ンムシ

へび･-クナナ ワ, ナ カ イモノ

･助 ,''(),形容詞そ の他

= jjす ･･････}}

死 ぬ I.･..･シ ヌ(ル)

本 当.･-ホ ンマ

けれ ども--･ケ- ド

来 る--

行 く-

うr)や ま しい

あ らまあ･-･･

IJi N)だ･･

小 ノ)Lつ.I

倒 れ る･･･- コケル

苦 し い-- シソ ドイ,- ライ

帰 る･- モ ドル, イ ヌル

い い え-I-イ ーヤ, イソ二 ャ

日生,iuEIJ.I.I,てIム オ イテル, ゴ./ス と.㍗)

JjiJ:.I,では/(｣きな さい とい う切合 イjJI,,七一とLiう.

1･･ケナ リー た くさん･･･-ヨーケ, -i-fヨIIJ-./

ア リ1,リヤ ア リ十て一 頭Jul,･bこおいては オ ヨチ ャて-と占 う

7カ ソ, (ケ -/､ tl-.榊了てL【1'ヶ ンくりLJi) i/八 ､,
ソ ネー 二. ノ)if:- l'吊浦･'_LtL:---)ヨ--:-ヒ..･').

I/6地域 につい て仙川 したJt通U)調J_l:TiTjは以上で.F,るれ その他に 各地域て特徴的/.仁ことは,めす ･.･1
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Lい ことは'についてあけてみ ることにする.

ll Ji たきぎ-･シバ うそつ き･-テ ン'/ラ

ないてす よ･･･ナイ トナ お人F)/'j:さい-･ノ､イラン七

どんなに してい ますか-･ドガイシ ョン･'~-､ ドアイシ ョソナラ

l;_1分-･オ ドン (ず っと昔の ことは)

現在で も陵われている変 った ことは'ほ い ちっLやい とい う息妹の ゴン七一である

･州 J.7,蛙･･･ガル コ 大要･･･ゴノツィ, か しこい-オ ドイ,

タノj･･･ユーす とんで Lない･･･ヤ ノナ-I-ナイ

(ものを)あける･･.ヒンジ十ソス あtfrJ:さい･･･ヒ./ノーl･ソ七一

う九 い ､(感嘆n='J.J)･･･イ t/サイ Jtつとも/ない-･ラッショモナイ

こん∴:こと･･･コッケナ コ ト --t11が････-I/ヤガ

火,JJ.li.i.･.サ ンマ

-す る〝)-:J∵-･.･･スル ンソー

み ぞ JL-･ミ ト レ

エソ トツ･-エ ソクツ
とい う変化か 比l̀,ft,i

1LJ:徴rrJJI.Eの(LJ抑 こもあげたい らっLやい (-J ン七一人 tJき/i:さい (イ))ンIi1-),あ らまあ

(オ ッチ ャ7-)等である.

大.も府 JrJ,i-オ′よさい･･.モ ッテJ/1- -.I､ですね -7ソイノー

- し一一卜l:い････シナ :))一七一

I叫山ノj∴-とほ とんど同 r.である

お元気てすか-ガ ./ンヨ-･).-))ナ 指 ･.エ ペ

マムシI.･タッチ 1･ノ ノく斐 川 / I,ン, 'Jイソ 一

機に米なさい- ヨコシー･1.1トサイ

翻,L'笠については,7ク七-/卜の梯r_.r一一.き･) IIr∴ 地域差とい うものは,分 らない,各地域 ごとに,

歴史的条件,交通,通息 婚姻圏などが砿リ合い,独特な ことばまたは似か よっ[=こと).よなどがある,

これ らのことばの商う軌 変化の様-Ll･, どの地方か rJ伝わ ったものかなと興味深い ことだが,今回は こ

れでとどめてお く.

証 347べ-ジ以後のLAの ｢-｣印はその地-JJ'でそ,I)ことけをlJi川Llj:いことを示す. う!=何のr]Jもないと二

･')は小HJjを-1くわす.

彰 J5 文 献

｢日本方J半｣ 火条描

｢八丈比の言n畠凋空t.｣ 国立lBluTLLilW/光l軒

†八堺(::).';1辺,Dlu'KI llY'ltHK俗.1-;I:公rlJ'li

/I･.日.i-.Ill:.lH′l成′いこついて 1･Y.,lllI･.●.･1枚ノ)山II)J.I.計り!Ii尤′(-))削りか[/i･いたr亡きtir=L

(片 山 抑 了)
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n/I_｣よ枠 上u).,lilJh-ノィ-ソルー トか ら,

!よ-｢′lL二t,･リしかもその境城は火h-に山岳

起伏し, 一角如二海岸に糾った山地と,伽に
は地久盾.I.'1.I,,大鋸fLf鳥,班出,･.#ul'.'JT'LLqJ.

公I,:･Iの,Il.I,/{が 点すLL, 各):.I,l岐が41:つ巧み

に,やさしく丈しい婁IL,堤//yくのIJJl')i'lLJ

伝説に彩 られている.そして政治的には占.

くか ら,肺播の境界域であるが,なお束部

播州仙 こ沃野れ ちって,どす)I',かと=-えは

その政治的碇非を競えて瓜 二･JL,I).jLている

とい う所である.又この地域の/-LfJ,･の税の



多くが海に求められてきたという.

こうした所にはそれだけ過った様々のJt括様式が確達し,又それが比較的温存される可能性が多い

と思ったので,そうした意味から民俗炉料の通過儀礼について遥んでみた.

1 婚 姻

昔から伝統的に続いている儀式は色'<あるれ 人の一生のうちで最も盛大に行なI)れる鰻式u,こ

こ頭島においては ｢結婚式｣である.兵錐県,特に赤地の彫秤を受けて儀式は非常に華やかにはでで

あり,結納金は他の地域と比較すると高街で,大体15万円～30万円位と言う.その上,披鮎宴のTf用

もそれと同祈位かかるので財政は苦しくなるれ この島内では別居の風習が行なわれており,結婚す

ると分家をして独立するので,その際全ての借金を負って出るのである.叉,媛ノラでも,持参する道

具を30-70ノラ̀円位揃えるので,娘 1人を媛っがせるリTrか家を傾ける-fj.tともなるのである.けれ とも,

島内の人/<ほ,このはでなやt)方についての改華鰍 二は,あまl)税樋的な意見もです,簡素化の挺架

は空念仏に終っている観がある.

(1) 娘 宿 の 風 習

.JLl,の老人適にとって,娘 t)なつかしい人生の春の思い出は,島内の娘宿を訪問して遊んだ帯のこと

{あろう,娘の頃から続けてきた網すきを,今も淋用な手つきで腰くほかi)の早さですいていく老婆

適も,娘宿の思い什=こほ,心なしか網をすく手先の動きをにぶらせて,ゆっくりと話 してくれるのて

ある.

｢娘宿｣とは,未婚の女子の屠る家に,仲の良い友達同志か遊びに集ってくる場所で,他に寝rf-1',

遊ひれ 或いは女宿なとの呼称もF',LSが,別に独立Lた建物ではなかった.この娘宿に島内の著名遠

は仕餌を終えて夜になると亨捌'r.円してくる.時.二は弟子やお酒などを土産にして.=R天で出漁できfLい

EIや,冬,漁かできない時などには,昔者達も網すき等のかるい仕軸を持って来るが,いつもは格別

の仕蔀もなく,にぎやかに語り歌いすごす.娘宿にやって来る峰歌う歌を "なげ節"というのである

か,娘宿でJ.上糸をつむぎながら,庫唄を唄って迎えたのである.

な げ 節

o出ては出もとり又出ちゃもとる

やまド燕しの頂しゃきょうとい

o烏も通わぬ玄海灘を

みすきri:ド)こそ夜で適-

oたてのひゃくだん,牛窓の瀬戸で

かにの味噌汁,目かLT,))､る

O -にゃ,だん伯,二にゃ,瑛子

三にや,なかだか,かやの前

O極楽はどこの大工か建てたか知;)ん

まいるかりで,下降がない
けこ

353



串 唄 (糸つむぎ歌)

o可愛いとのごが大多府沖で

波にゆられて鯛をつる

oせきだ(雪駄)ちゃらちゃら紺足袋はいて

ごんすのごがいなきりょか

ごんす- 来られる とのご-殿御.彼氏

いなす-かえす,帰らす

o舟に千はい柴たくけれど

煙上げねは人は知らん

o抱いて寝もせにゃいとまもくれん

私しゃ港のつなぎ舟

｡いかな裸さも新tlS越して
Jう

ござるとのごがかえされよか

(足尾 止一氏の歌)

今日では娘宿と言い得るものは消滅してしまったが,やはり,鳥の青年通は,三三五五娘の豪Y･=駐

まって話したり, トラソプをしたりして遊んでいる.

(2)権 妻 か ら婚 約 へ

げんさいという語は,ここては,正式の婚約をする前の愛人,又半ば公認の愛人とい う意味に解さ

れる.即ち,娘宿への訪問によって,相愛の仲になった男女か世話やきを通して,半公認の恋愛閥族

を結ぶことを, ｢橋輩をもうけた｣と言っている.この権塵をも うけるには, 必ず 仲介人を必要と

し,これを,椎妾の世話やきと述ぶのであるが,友人を仲介人とする場合もある.けれども,正式に

親の東諾を受けたものではないから,これを婚約と見ることはできない.以上のようにして,経度の

関係を2,3カ月,半年と継続しているうちに, そのまま婚約に進むものが多い. 正式の婚約の場合

紘,しかるべき仲人に入ってもらって双方の班の承認を得な くてはならない.親の反対も,仲1/=入る

人によって,解消される場合か多い.この場合の仲人と椎輩の世話やきは別人である場/Tが多い.

しかし,現在はこのような惟垂話も聞かれず,昔語 りとなっているようである.

(3)婚 約 儀 礼

この島では,見合いということが殆んど行なわれないのは,I]主的婚姻‥i;:,内姫の多い点から考え

て_'Ij然の事である.たとえ,儀礼的なものにせよ,ここてはその手続き'.･i-蜘不要である.婚約成立

の日には.仲人は野方の代表として,結納を納め,根切り酒 (一一升とするめ)をもって蓋いに行く.

この根切 り酒というのは,この地方独特の呼び名で,特にこれをもって "根切 り婚"と名付けてみた

い. (石田維先生による)｡ 嫁力では返礼として､頼み酒を贈る.この t.根切 L)のh･JIIけが済むと,

公然とf:一婦JyLJ係が成立する.ト甘いに行ったT)来たりL,7/FI':tることもあり,忙かしい時には,勿論

手伝いに行くのである そLて嫁入りの頃には,身ごもっている人がLiAl.ま/レなくなかったと言うこと

である.この習慣を,i-i-の足入婿の残存と見ても,差つかえないと思 う,
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(4)婚 礼

婚礼は十月 (神無月)をさけ,- 月,三月,凹月などが多い.十月をさけるということも最近では

音程でない.

嫁入りの行列は.むかえカと送 り方か,同じ人数,うち揃って作り,その後に荷物が続 く.嫁入道

具は非常に菜華で現在では,'i磯谷旦品のほとんどを揃えてもってゆ くのである.

嫁に行く日か又は前日に嫁方の家では, tt出立ち"の祝いが行なわれる.同級生や友人が30-40人

位,お祝いの "げた"を持って集まり,にぎやかにお料理,お酒を振舞われる.

さて,結婚式の当日,野方の人が家紋のついたちょうちんを持って迎えに行き,迎え女郎が嫁をつ

れて出て,行列の出発となる.道中は,荷物を選ぶ人通が,にぎやかに嫁入E)歌を歌って行 く.島で

13-uいた道中唄を紹介すると,
o長 持 歌

私は行きます両親さまよ

今度来るときや客で来るアイアイノ

お前百までわしや九十九まで

共にしちかの生えるまでアイアイ ッ

そ して,道中ては途中の行を飛んで唄 うそうである.

聾,方に到着した花嫁は,必ず座敷の縁側から上 r),直ちに仏壇を拝み花などを供える.これはあみ●●

た様にお礼をするという.IiT･.味からきたものである.それから,座布とんにすわる前に親戚一同でおち●■

つきもちを食べる.■■■■

婚礼の中心である夫婦盃は奥のnlTlでなされるのであるが,現在は同L'部屋でされる.

翌日は現入り,三日目には里帰 Y)というH樫で,里帰 t)には赤飯を作り土産代りに親跡 こ配ることに

なっている.以上が結婚式に関する民俗の概要である.

一度結婚すると離婚ということか非常に少いのが島の特色である.世の離婚の山大原因は,嫁と両

親の不和であるが,ここでは前述 したごとく別居の風習かある事や結婚前からお互に気心を知 り合っ

ていると言 うこともあって嫁と姑か不和て.r#婚する収 ま殆んどない.もし不和になった場合は,む し

･')規の方で別居するほどで.i)る.

¶.出 生

(1) 妊 娠 中 の 習 俗

妊娠 した番を t'役がなくなる"と言う.カマ ドをせせるとイグチが 出来る. 之は本当に 出来た者

がある.おかまどをなおしてはいけないとか,茶碗のこげたので食べてはいけない.火事を見て,そ

の手で体のどこかにさわったらそこにあざができるとか言う.そしてここは田舎 じゃから迷信は何も

いわんと,いわぬ原田を ｢田舎である｣ことに揃 Lていて.こltかL''文明化するにつjLて.次恥 こ色

々な俗后をいうようになると考えているもの しある.･方でtt" ▲向ものかまわず"で何でも気に し
■{い所でもあ̀る.
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(2) 出 産 前 後

お産する場所はナンドのスマ(隅)で,今でも巽家で生む方が多い.IL1く所によるとワラを三 ｢三把

通わてそれにもたれ一日たつ毎に-把ずつ取 り,三十三EJたてはもう起きてよいという所かあるが,

この.i:7Jには稲ワラかないからそんな執 よできないが,今の人のように産んですく､･仰臥するという郵 よ

なかった.

トリヤーデノミ7サンに子供を取上げてもらっていた.虎後の禁食物とtでは柿,タコ,エビ,油規のも

のをあげる,三日の祝いは子供の祝,三十三日は親の祝といって親かあたりまえの体になる.赤飯,

叉は五目飯をつくり祝 うてくれた家に,庸七の薬をそえてもってゆく.

ももか (百El)の祝には,自分の家f三けて祝し､,始めて御飯を食-させるという意味でする.

誕生の祝には,一升餅を負わせたりする.又,色んな道具を任いて,そろ//iん,繁ををその中から取
7'=じJ-ラ

り｣こけたらよく勉強できる子になるとかし.へた.

(3) 育 児 の 民 俗

僻の緒は保存しておき,その子がE]をみつけた時,熱Jtr･たしたl勘蛸じてのませるとよいと,.う.班

産の寓びには,親元から初めての了には｢f二とおL.Iをおくる.お七夜にお餅をついてその子の名前
をかし､たものと赤飯を近隣や親執 こ配る.

ユ(イ)ミヒがあくのは -A_十三Fl目てあるか,子供の宮まいりはその時せず,四月,七月,十月にあ

る頭良神社のお祭りにつれてゆき神主がおはらいをしてくれるのて幾らかの礼をつつむ.これを ｢デ

ント参り｣と言う.

｢初節句｣すなわち女の子は三月三日,男の子は五月五日に相楽る′■三け情夫なお祝をして,多い家

には百人もお客をするが,よばれて行くのほ女だけて,子供や男性は行かない,女の子ほおヒナ様を

嫁の親元が祝 う.初しょうぶにはちまき (かやでもちを包んだもの)ノirJ配る.又新物,ほかま等を嫁■●●

の輝元から祝う.

所謂,七五三は最近のもので,昔は全然行なわれていなかった.

111.成 人 式

一人前になった時に,別に儀式はしないか徴兵快並を受け/.ニものを成人と見なした.

徴兵検査/iJ受けたHに,皆集って,にぎやかなパーティーをするのてある.

lV 厄 年

女,二十三,六十-1 男四十二,六十一の疫年の人に神社かL/,通知があって,参詣し,汁-ライを

IlL-賀 う.

Ⅴ 葬 制

急病で夕Eにそうになっている時は講の人達が神社に請ってお百度を掩むが,祈とうはあまりしない.

もうだめであるという山がわかった場合は怒誠のあるうちに,耳もとで,おりんを鳴らし,それを寝

ている人に しみこませて複楽往生をほかってやる. "-ニ トコへ まいらせてIfラワン七-ヨ:'と

言って大声に叫ぶのである.
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(1) 葬 式

末期の水を繁の先につけてロ眉をしめしてやる.別の部罷納戸に移し北枕とする.近親の人が場カ

ソなし,わらなわで帯をし.白いもめんのはかまとはんてんを着せる.それから耳に水を入れて硬ALtI-.●■● ●●●●

をはく,､し,棺に足をまげて入れる.

頭はそって,かたびちな着せる.足をまけるのは焼く時に形よくやけるとか,棺をやぶらないたtj)に●■●■

そうするのである.やくのは兄弟が火をつけ,わらで蒸し焼きにする.

葬列は火葬場まで2km位,続くこともあるそうで凝Fll人11Lllを屯んずる気帆がよくうか がわれる.

火葬場の下の斎場で告別が1時間半位行なわれ.しようこうと読経が行なわれる.

近所で組の者は米一升と苓てんを持って,そJ-L以外の人は米五台とおかず代少々を持って葬列に参

加する.

(1) タ イ ヤ (常夜)

死老各自の命LIに同'r-L'をlL-.確にしてお経7iT･あげ,後オ トキがだされる.十二月に'行なわれるのをオ

トダイヤ,正月に行な))れるのを-ツダイヤと貰う.タイヤは与には関係しない.タイヤは同一の故

人についても十二月と一月と二度に行なわれ.一戸のうちでも相当の8EiI蟹に上る回数なのて,同じ部

落内では,帖荷を決めておいて,何の家では何番タイヤだとあらかじめふれておく.そして集まった

人達は ｢11:_信偶_｣をあげ,死んだ人をなく,さめるのである,その後でお トギ (食滞)の讃こしめ,大豆

入りの御飯が出るが,伴はそれを食べないで持って似るのか普通である.

(3) 仏 也

肘種の三分の一は仏矧 こかけるとも言い,百万円,八十万円の仏増を経る家もある.新い ､仏僧を

買ったら, ｢親株の心術を求めた｣と言って同行を招き,お経をあげる.

ま と め

以上色々と見てきたが,この地方は交3山部付J'il=禍いされて戦後の生活様式や生産手按の大きな変化

にもかかわらず,他地方の形秤を受ける･Jrも少なく,G･も隔絶性の地厚な=L-.地であるから,昔ながら

の姿をよく現在まで伝承し.歴史的に見ても,民俗的に見ても残冬の発韮な門料を残している,

さて民俗の調掛 こあたり,中心を特に妄捌かこしぼり,通過儀礼中心に信仰との関係において見てき

た.これは日生,蛸島ブル-プと大多府島とのHHlに信仰習俗,歴史的発達過群の差輿が見られ,又日

/卜本町と油島においても同一血縁1jii団とは貰え.なお若干の隔たりが認められたからである.

目す.本町とその出村たる豆則.1:I,-の信仰習俗を-flして特徴ずけるものは一向宗の 信者であり, この

且 大多府島の顕官宗の信者であるのと鮮やかな対比を肺きだL.ている.生活感･h●)の幽暗な隅々に至

るまで,永い歳月の問に浸潤したこの二つの精神生活の差異は日Jtの宮入の上に容易に近寄I)難い姿

を示して,掻く最近に至るまで両者のrEFJにユ故婚の見られなかった原田の-I-3に取()あげうる.又この

相通は他の近隣村落にも及び,これを端的に示すのれ 口生,敢島の封鎖的過婚圏における部港内解

姻であり,特徴的な富来の粗野にもかかわらず.温かい沖厚な人酢 よこの全町,全島の tt血のつなが

り"の中に支えられてきたのてあろう.

(西 岡 礼 子)
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(C)婚 姻 岡

従来,日生町は他町村との交渉の非常に少li:かったところといわれ,いわゆる ｢El生言頻｣のごと

き独特な方言も使用されてきたが,長近は交通の発達などにより,生活圏が非常に拡大されつつあ

り,他町札 他地方との交渉が密になってきている.

そして当然昭和の現在におけるR生の人々の他地城との交りは,明治時代のそれとは大きな相適が

できているのではないかと考えられる.

そこでこの時代別の他地域との交渉の変化を数的にとらえる一方法として,結脈の相手がどの範囲

から求められているかを調査することにより,部落内婿の率がどのように変化し,また結婚の範囲が

どのように変化していったかを知ろうとした.

いまこの研究のための地域として ｢頭):Jjlをえちび,もうlつの参考地域として ｢和気耶寒河村｣

をえらんでみた.

まず巌初に ｢頭島｣の概観を説明すると.この ｢頭払lは日生本町が狭少であるから,その膨張す

る人口をいつまでも収容することができないので,幕末ころよ.)半Eu=･半漁を目的とする出稼ぎが弧島

に対しておこなわれ,これがいつしか定着して塩溶を形成した.

この ｢頭鳥｣が本土と隔絶している事が日生本町のごとく.他の地方の影印をうけることを少なく

した.そして,こういうことから通解圏もかきられていたと考えられ.したがって島内婿が多いので

はないかという見方がなりたつ.契さい,村においては時代をさかのぼるに従って,部落内婿が多く

おこなわれたが‥島という自然環境はおのずから今日までその風を留めているのではなかろうかとい

う推測のもとにまず壬中の戸井をひもといてふよう.

表 ･1 明治5年におけ

る島内の結婚相手の地

域的分布.

(壬EFlの戸籍より作成)

区 分 戸 数

和気郡日 生 30

大多府 10

碑 河 5

福 浦 1

木 生 2

非田村 1

玄延村 1

和気郡以外の 16

壬中の戸籍というのだから明約5年,この当時在沸した戸数を調充

した範囲で数字にあらわしてみると次のようになる.

これは山内の結婚の相手を地域的に分けたものである.区分のうち,

日生というのがいわゆる島内にあたり,和気耶以外の地域とはほとん

ど赤穂郡とのつながりである.

この表を見てもわかるように.島内同志の婚姻が非常に多い.

全体の約45%を示している.とうしてこのような著しい現象がみら

れたのか残念ながら高齢の方にお会いてきなかったので,推見にまつ

よりほかないが,前にも述べたように,地域的なものかその理由のほ

とんであろうと思われる.ちなみに同じ時代のもので, ｢寒河村｣の

ものを見てみよう.

ここでは.部落内姉率は実に62%にのぼっている.

2つの裏をくらべて入ると,どちらも部落内婚率が商いという点では

よく似ている.

しかし.通解圏ということになれは芸2の-Eが拡大されている.これは島と本土の地域的な差であろ

うと考えられる.

358



蓑 ･2 寒河村における

通婿の分布.

(壬申,I)Jj輔J:り作成)

また2つの蓑に共油 していえることは 和気郡内で の交 りが 非常 に多

く,他地域とはほとんどといってよいくらい関係が少ないとい うこと

である.I:.-iLtとL･i)か くとして,本土では行商人などの行き来もあった

と,Fi.I.われる(r)だが.

表 ･3 昭利28年度の島におけるの年令別通解圏

＼ 天の年組完ヾ 20-39Il40-59 60-79 80以上 計

∫.-,. 内 17組 20 20 2 59

日生本町 8 5 8 0 21

大 多 相 0 0 1 0 1

DI,I.- 内他 町 村 5 4 3 1 13

この表は昭和28年に調査した質料で あるが, この裏で みられる通

り,島内婿は時代が変っても各年齢層にわ たって断然多く調査総数

101組中59組を占めている. 次に多いのは日生本町であるが, 日fHま

頭LiZ,･とは親村関係にあるのでこことの婚姻は広義の島内婿とみること

ができる.これを合併すれば80組となって.8割弱という高い率となる.

大多冊島は頚,I.1,より指呼の距離にある小17Jである机 この裏ではわずか 1組,硯島全体でもわずか
数人しか嫁いでいず,向こうからこのか こ嫁にくる人はないとい う.

これはILl-]'Fl',I,の歴史l光孫に基づくものらしい.また二代三代と緑けて比外と縁組をしている家はこれ

また敷戸をかぞえるだけである.

このことについては後にふれることにする,さて年

拝かこよってわずかではあるが,油桁圏の拡大の推移の

状況が うかがわれるのであるが,この現象は娘宿の消

減と同様な経過をたどっているのかもしれない.

(註 :娘宿とは未婚の女子の炎会所を言う)

すなわち,遠方結婚の場命は当部者の意志よりも,

家と家とのつ り合いが第一条件となる.だから両親の

.lill..志が埠_qIt:され,戸主の家族に対する支配柿が強化し

てくる.

もちろん島内婿においても家と家とのつり合いが問

題になるので,いわゆる門閥なるものはそれほど閉篭

にならないようである.

さて.右の蓑は昭和39年度現在,和気耶n生町大字

日生 (蛸).I.',のもののみ)の戸蒋鞘より抜き出Lた数字
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表 ･4 時代別に見た通解圏

(現在の戸肺より作成)

if-代IJ域 明 治 大 正 昭 和

同一).'3j内 (釆) 6 16 51(12)

(行) 0 0 12(1)

大字 日生本土 8 30 75(13)

0 179(1)その他の日生町 0 3

0 0 l O

その他の市町村 1 9(2) 41(190 150

県 外 0 4(1);31(22)



である.

上段は帆誌へ嫁いてきた組数をあらわし,下段は.[.'吉より嫁いでいった組数をあらわしている･また

かっこ内の数字は現在鵜に不在の窓味である.

この表をみると,今までかかげてきた表といちじるしくちがう点にすく.寓 がつく･

すなわち,明治から昭和へと時代が変わるにつれて油婿の範囲か拡大したということである･また

L･,･内結婚のしめるパー七ソテ-ljも変化していることが理解できる.

まず涌婿圏の拡大であるが,この現象についてはちょっとふれたのて許しくは述べないが･E]J1--本

土以外の市町村の範囲がく-っとふえたという点は~:y;.Lい変化であろう.先にかかけた表 1,あるいは

表2では,1つの部落内かまたはいわゆる舶在の日生町との油姫が大多数をしめていた.それがここ

ては ｢その他の日生町｣という欄は時代が変っても, ほとんど大差はなく,むしろ ｢その他の市町

村｣との:.由婿が増大している.また昭和にはいって県外との交渉が大きく伸びてきている点も気をつ

けてみなければならないであろう.

結局,この様な現象がおきてきた原因は交通機関の発達により,遠方との接触が容易になってきた

こと,高著という偏見にとらわれなくなってきたことなどがあげられると思う.こういった外部への

拡がりがあるかぎり,lL'i内結婚のしめるパーセンテージはおのずと減ってくると思われる

それを数字から見てみよう.

明治-- -40% 大正･･･.･-31% 昭和--･.･･29%

というふうに少しずってほあるかはっきりと減少している,

このことはいいかえれば日生地域における通解の半径がピンポン球からソフトボールくらいまでに

大きくなったことを示すものであり.通婿脚が拡大すれ:in然と接触範囲そのものが拡大されること

になり.この地域の発展ともなるわけてある.

しかしこの裏で気になることが1つある.すなわち,外部-と通婚圏が拡大されるにしたがって県

外,あるいは他の市町村へと出ていく者の数が増えているということである..FTi内を例にとってJ,Lて

も明治,大TF.rfでは.EI-j内で結婚すればそのまま島に住もついているが,昭和年代になるとJ:I,内で結婚

してもその1/4は他の土地へ出ていっている.

また以前は島外へ嫉く.･という現象はみられないが,昭和時代にはやはり入ってくる数の1/4は出て

いっているという状態である.

｢他の市町村｣との結婚はたしかに増えているがほとんど半分の人は島から出ている.

県外組になると一段とはなはだしく,2/3は島に[=tんでいない.

通婿圏が拡大されたというよろこぼしい現象と神あわせに,こういった現象がおきているというこ

とは,大きな問題であると思われる.

参号染料1.日生の観光と民俗

:EI生中学校教諭j'.恰氏の資料

:役場狩料

(浅 野 智 佳 子)
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2. 現 代 に お け る 福 浦

1.は じ め に

県境地帯にからむ諸間藤のうち,現代の福浦についての調査であるが,関越,点を,昭和38年 9月1

日におこなわれた福浦地区の分町越県合併にしぼ(),福浦地区と赤穂市とのつながりを中心として調

べた.この維Jrl.～--.Eでは, (1)梅軒地区の概略 (2)合併の生じた原田および幅浦地区と赤穂市の

つ/Lがり (3)合併とその彫押 (4)結語 にわけてまとめたいと思う.なお,越県合併までの

経緯についてはすでに新札 雑誌等で,くわしく細道されているのて今晩 土省略したいと!LJ.う,

2.福浦地区の概略

福浦制御 ま,もとは福浦村として,1村を形成Lていた.明治22年,西隣の寒河村との合併によっ

て,瓶河村大字福浦となり,さらに岬昨日28年10月に.町村合併促進法が施行されたことによって,昭

和30年3月31El,日生町と711･;獅 寸の合併で日'･17_町人手術前となった.

岡山県の葡南端に位匠し,南に瀬戸内海,東西および北の三方は山 (一節高いものは搾aTJ300m)

･こ凹まれていて,崩近まで).i,米麦作中心とLIE千の漁業従事者を有する寒村であったが,赤穂線の

開鳳 簡助機付き自転中の普及によって赤粗 目/iその他の舟山のT_城への通勤が容易になって,兼

栄典家が大半をしめ,比較的粁はな家庭が多い部落となった.

城西の長さ4.4km,南北の長さ8.4kmで而柄は11,9km2である.人口は約1,7∝)人である.日生町全

体に対する福浦地区の両線.人口の割合は第 1表の示す遜りである.

第 1衷 (日lI:.町に対する福浦地区の両肌 人口の割合)

l人 口 座f1 台 l面 8..II割 令

日 生 町 13,591人 100% J 42.41km212,57%1- 丁 忘謡~ loo劣

土地の利用状況,男女別人口および世稚数は.第2蓑 第3表の示す泊りである

第2袈 土地の利用状況

区 分 面 可割 合

宅 地 ' 7,5hal o.6%

: :::: ( :::

山 林 1 873,9 72.8

芸 の 冨 1…三二三 I 1…二…

第 3表 幅鮒の人口,世群数

部 落 亘 帯 教 頼 子人口 女子人口 汁

木 村 J 18,戸 4..人 392人l 792̂

≡ ≡ l 1,5三 3…; . 389 75056 118
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又昭和35年1月1日現在の産業別就渠人口およびその割合

は,第4表に示す通りである.他家の一戸当りの平均耕作面

抑 よ,約35aであり,米麦の収堤は,全日生町の収茄の,約

54%をしめている.

2.合併問題の生 じた原因および,福浦地区と赤穂市のつな

がり

(1) 福河村と日生町の合併に関する経緯の概況

昭和28年10月,町村合併促進法施行当時,鼎としては和気

郡南部6カ町村を合わせて備前市制という構想のもとに,令

併の勧奨をしていたが,この構想は日生町の強い反対等によ

ってr)さ現する運びには至らず,Ll牲町は,福河村との単独合

併を希望 していた.これに対し福河村には,福怖部掛 ニ=E･干

第4衰 就業別人ロとその割合

職 業 f人 r] 割 合

壮 162人 24.4%

堤廷 適 薬 268 40.3

水 産 業 50 7.ら

独 語 業 47 7.1

鉱 業 42 6.3

商 菜 42 6.3

林 業 8 1.2

そ の 他 46 6.9

の異論があり全面的に賛意をあらわしていたとはいえなかった.ということは,赤穂市において,昭

和28年10月頃,隣は町村との合併の方針を協議した際,まず福痛部落を編入すべきだということで兵

庫県地方課に対して網入方を申請していたというirt乗が相当大きな影野となっているものである.し

かし,福河村全体としては憐重な態硬をとっており,昭和29年11月頃に至 り,ようやくRFt=_町との合

併の機運が熟しかかったため,両町村の合併促進委n会を開き,具体的協議が/行なわれ,翌昭和30年

1月2O日頃にはほとんどの合併協定額項は終了し,ただ新町名のみの協議が盤わなかったためこれを

県知事に一任することとなった.従って知事は憐正に検討した紀.果,1月24日早朝 ｢日生町｣ と命名

し,両町村に 伝えたところ,いずれも異議なく了風 合併議案も満場-一致にて議決して即日申乱 恩

が提出されたので,たまたま開会中の県議会に提案した所,全員輿試た:く可決となり,ただちに内閣

稔埋大臣への届出を終え,すべての手拭きを完了して3月31日.E]生町として発足しているものであ

る.

その後,2月3日に至 り,EI生町 福河村の両町村長連名によって次の様は｢†併条件協定苫付帯事

項が捧付洩れとなっている旨の支帯が提出されたため,県は初めて分mJ｢Lm過しあったということを知
った程度にすぎない.

(付滞離項)

将来新町において,現禰河村大字福浦地区の住民の意志を等値Lて,県内外合併可能の時期到来の

際は,異議な く分離を認めること.

この間のいきさつについて,合併促進同盟会露見長の石中剛氏 (現在福浦汎協専物理丁拝)は次のよう

に述べておられる.

｢lJtl時,鮎河村は,約270万円の赤字を出していたが,うその予T.Bを作って,住民の 日をごまかし

ていた.ところが日生町と合併のiil-jl･'7oyl･つぎの特に,これがあかるみに出た.この赤字を新町がか

ぶ'って処理をすることになった.この弱プ人もあって,県からの合併助成金がほしかった.一応福河村

全体が日生町と合併し,福浦地LX二が望I:時には.越リ.Lこ/J､できるという什1打弔項をJつけておく耳目こなっ
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た.ところが,日生町長,福河村長はこの約束を守らないで,この付滞4f項をつけないで県へ合併耕

顎を提出した.

この10年戦争は,岡山県の指噂のあやまりと,F7生1171'と福棚 寸の両町村長の,民主主義のルールを

無祝したルーズなやり方によるものである｡｣

上記付rr'(事項の解釈には,双方に祁¶のくいちがいが見られる.

合併促進派においては, ｢県内外合併可能Jl時期到来の原というのは,一･FE口生町と福河村の合併

が行なわれた後ならいつでもよいと考えていた.こういう付帯1頂 がついているのだから,我Jtが希

望した時には,r別題なく,分町越県合併ができるはずである｡｣ といい,反対派や, 岡山県では,

｢ただ一部の漁民をなだめるために.この付帯･】傾 をつけたのであって,越県合併可能の時期という

のは.遠い将来のことで,瀬戸内海沿岸の97,<の合併などてあると考えていた.｣ といっている.

なお,越娘合併促進派は,この付甘l順 を合併 .17掛こつけないで提出した,j'_(任者を,公文膏偽造

行使で借発したが,証拠不十分で不起訴処分になっている.

(2)福棚地区の分町を希望する即由

(イ)福浦部落は ｢部落の概況｣で記述しているように瀬戸内海に而している南側を除いては,東西

および北の三方を山によってかこまれて.一応いず11の隣接地域とも隔絶された特異な地形をたして

いるが,赤穂市に過じる峠の方が小さく.距離的にも近く.又交通機関を利用する場合の所要時lHlに

おいても相当の差があり.従って産業,経済,文化,日常生活等すべての面に.kL､て赤紙中心の園内

に入る.実に通軌 通学の状況,姻戚開床から見ても.赤撒市との閃孫は密接不離である.

(I)福柵部落の任民はほとんどが半肘 F灘 の生活を営んでいるが,明治以来日年万両の汎Xi者に圧

迫されて.漁場における紛争が絶えIJ:いため,赤租市への編入によって柿磨軌こ漁勘を求めたい.

(ノ､)ちかこ赤穂市の立切を考え,福浦地区が村人されれば,その地先海面を干拓した上 T,iu,Lを誘致

し,継湾を確保して産業の振興もはから九,産選にめくJまれlj:い福柿住民も職場を得てその福祉増進

がはかられる.

(ニ)岡山粍および日生町は福浦地区を放思してしまっている.日生町との合併以来,この10年間,

LJ.日,町も,1銭の金も福滞地区へ入れてい/1い.この10年搬争が終局を告げようとした時に-/i:ってや

っと町が本腰を入れて,防潮塊のJ.事を行なったが,目の先だけを変えても,粧松上ひ町の態度に対

して満足する都はできない,ということである. (一部 石中剛氏談)

以上の事項に対して,墳付け調査を行ない次の様な結果を得た.

(イ)福浦地区から.日生町に通じる福浦峠は標高60m,赤穂市に祖じる烏打峠は腰高40mである,

自転車を駆ってその傾斜を調べた所あまり差はなく,いずれも自転中に乗ったままでなれ7J択界であ

る.

(I)臣離的に赤砧市の方が近いということであるが.その韮準点が判明しない.ちなみに日生町役

場 ;赤穂市役所までの距離を見ると福浦本村からn't.町役場まで6.5km.赤地市役所まで8.0km,那

田部落から日生町役場まで8.0km.赤穂市役所まで9.5kmと逆の数字が出ている.又交通機関利用の

場合の所要時間o)内,赤穂線について調べた粁果,赤租まで9分,日生まで9分であり,揮r('はいず
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九も20円である.

(/､)経済圏について

買物は,約8割以上赤砧に行っている.これは赤穂の方が町が大きく品物がよくそろっている乳

商店街,中心街が駅から近いという部などが大き-li:妙押となっている.

El生,赤穂両方面への人間の移動を見るために, 赤札線祈河駅に おいての R生駅においての Fl/i._

阻 赤穂駅への乗車券の発売枚数を月別に統計を取ってみた.なお越県合併以後,中小学合わせて25

0-260名の生徒が赤能へ列頂で通学を始めたが,この定期乗車券は,赤租市の学校がまとめて赤穂駅

で購入しているため統計上にはあらわれていない.

(昭和37年)

月 通 勤 定 期 券 涌 学 定 期 券 普 通 乗 車 券

赤 鋸 日 生 赤 穂R 牛 赤 可 日 生
4 32 16 J 34 1 2,120 642

5 35 7 34 1 3,012 642

6 25 17 15 138 2,3112,8952,536 582

7 36 12 18 420

8 37 16 20 498

9 28 24 3 20 2,657 813

10 31 16 3 2102 3,1642,1283.5i6 ョoo

ll 25 18 12 398

油 軌 定 期 券 通 学 定 期 券 普 通 架 叩 券

赤 可 日 生 言 .~右左下 寺 ~赤 穂 日 生

123 汗 … 汗 … ≡:;三三 上 :≡2,852 6794 37 16 3,021 636

5 34 1 20 5 1 2,846 558

6 34 15 5 5 2,lsd 421

7 47 24 19 1 14 2.526 546

8910 ;二 ∴ 3日 三 ー 3,5022,8512,922 766556585

ll :: ( I,3 15 1 2.093 403
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(昭和39年)

通 勤 定 期 券 油 学 定 期 券 普 通 乗 串 券

赤 叫 日 生 赤 可F∃ 生 亦 他 ー日 生588
1 50 17 l47 f g 2,863

2 59 14 :; 昌 2.374 523

以上でわかるように通学, jui勤定軌 普:Jn乗車券いずれにおいても月二捌的に赤地への乗車券の発売

枚数が多い.

(ニ)婚姻闇について

婚姻532例について,赤触れ l二性 町 日生町を炊 く岡山県内,兵藤少Tt, 兵庫児を除 く岡山県外に

分取(!してみた結果.次表の通 りの糸.11保 を紺た.

㊥婚姻によって鮎浦地区外へ出たもの

赤 地 J日 生 極 目塁)貼 外(除兵Ali)(露赤払 汁

昭 和 20年 まで昭和38年8月まで昭和38if.9月以後 2;# L 7,(牛 1;FI l72;午 件131 件47118

㊥婚姻によって福湘地区内へ入ったもの
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この数十･も,赤穂との'轢はな幽係/fよ

く示 している.

(ホ)高等学校の進学先

帖浦地区からの高等学校への進学状

況をみると,次表の通 りであ り, これ

も又亦穂とのつなが りを示 している.

(fl･ii析地区からの高校進学状況)
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(-)県および町は細浦地区を政経していると

の媒であるが,昭和30年から昭和35年までの福

浦地区への部等乗施の金額は右記の適A)で あ

る.

,i,新町建設10カ年計画によると,昭和35年

以後,福浦に対する祁諾計t-(叫i下表の油りてull

やip,lLが,全く福浦地区を見すてているという車

ではないことが判明した.

(相和35年以後稲市郎こ対す/i･■作風 r個)

(福浦地蛙への餌食実施の金箱)

年 度 i金 ,ki' ー揃 考

昭 和 30年昭 和 31年 上 .5;;:;…83円.

im和 32年 4,533.776

昭 和 33年 2ー718,074

昭 和 34年 1,988,753

HZi和 35年 10,281,446 l当初f.,rJ=計ヒ分

又,日生町は福浦地区に対する施策の状況と臆して

次のように光義している,

従来の施米としてほ殿漁村振興対策に塊点を艦き地

境沈下対策工水として排水ポ･/プを設位したのをはじ

め,産業道路の改修,護岸1曲,港の改修,漁礁の設

EE,その他水産増殖水菜に努めて来た所であるれ 今

後においてもLH-<t漁村の拡興対策はもちろんのこと,こ

れと平行して本県央部総合開発の一環として干拓計画

による戯地,工業用地の造成と相まって港粥を改惨す

る等,⊥切立地条件の乾楠をはかり,過剰労働力の活

用につとめたい計剛である.

叉,前記の福浦地区の合併希望里P.由に対しIhJ山県と

しては次のような見解を述べている.

(1')福脚と日生側の円帥こほ,赤地側にある,rj打峠よりもやや大きい福浦峠があるけれども現在,小

中学校の児童.拓よび生徒は,この峠を越えて,寒河地区内にある福河小学校,lu仲 学校に通学してお

t)多くの父兄は分uuA周遊にあたっても引続き同便に通学させることを希望しておE),さこ1):/_両市町中

心街までのWl雛はほとんど同じ位であり,/ミスの陵あるいは汽船jLJ用の場合のJyr要略.llHはいずれも9

分で特に便,イ二庚の益はないものである.

又,産業,経済,文化r3-よび日常生活幽旅等についても,おおむね住民の主張するような状況であ

るかもしれないが交池磯Litlが光通 しかつ自由経済の今日においては経済取引が商1禁の比んなHt;I･h-と

の問に行なわれ,又,通勤者等が多くこJtに職を求める恥 よ,なんら珍らしい･i･i例とはいえないもの

であり,拝iJtJ法則上のJ即 日_てあり.又,会同いずjLにもいい得ることである.

(ロ)娼2,r.'J.iニついては,H!l~.)J両の独代が摘拝軌tCを忙追しているものて(よti:く,福77m:fli淋少数漁

L助川 'l=_mJ漁民の福浦地先-の出漁朗 F瞭することによって自己の漁場を必典以上に拡張し福滞漁氏

の自由にせんとする企図かうかがわれるもojであり.福浦漁民の無理な要求を隠蔽せんがために, Ej
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生漁民があたかも圧迫している如くに誇張しているのであり,その間の制動よ全く連である.

(ノ,)第3点については,赤紙市が福浦住民の福祉を考えているものではなく,赤槻市自体の利己的

な市の繁栄策をはかるためと現市長と多数議員の放縦吋地位を確保するための手段であって不純なる

動機に基く境界変かこよって地区住民の福祉が増進できるとは思われない.又,その必要があるなら

ば瀬戸内海総合開発審議会 (兵取 岡山,山口,伝);.'5,大分,愛賂 香川,徳島の各兜で構成し,如

戸内海の総合開発を共同て審議する機関)等の正式機掛 二おいて協誠すべきであるにもかかわらず,

現在までもそのような肘掛よ一･度もなく,あるいは兵凧 岡山両県のみで協談しても事足るにもかか

わらずその布質がないのてあり,このようなIillr'1占よE)しても.赤軸市が福潮部落民を引きよせる手段

であり,その具体性,策動性は疑わしいと思われる.

3.合 併 とそ の影 懸

(イ)合併問越が激化するにつれて,賛成派と反対派の対立が,激しくなり.商ソ'L;/j成 り立7･二/'Ltこな

ったり,この掛,､が子供の心にまで大きく解 いていた.実,合併後も,いぜんとしてこの対立がrJ.JjL､

て少数派てある反対派が手;.-17伽二居づらいという結尖をまねいている.

(I)'iLd河小学校には,383名の児立がいたがその内195名が福浦地区から通Lj･-していたもので,児塞

数が半分以下になり,現在授A掛こも相当の膨印が出ている.又,小学校の敷地が,寒河と福棚の中間

にあり,寒河地区の刺 削こなって移転の問題が出ている.又,小中学生はそれまで徒歩や自転車で通

学していたものが赤穂-の怯校で距離が遠くなり,列車で通学しその三は用が 父兄の 負担となってい

る.姐勤時とかさなるため,満月列車に乗せられ,疲労も激しい.

(-)合併後,柚甫地LxIpL｣にある日生町の財産処分のFiij題が生じた.簡易水道,診摂所,保鯉センタ

I,PrJ並林道なとの-iLl英才せ13,000万円の内,町の負担れ 4.650万円あL),この問,t&や町有林の処分

がある.

(ニ)便々の独朋のrpLl題も一一応解決されたカニ.これからも色々ri:ITり題が生じることが予想される.

4. 結 語

柾/Iの調査,rlfJきこみの精巣,あのようにまて激しい拙いをしてまで,特に赤稚市と合併しなけ

れはならない要因は兄い出されなかった.赤穂市と強いつながりがあることは水菜だが,同時に,

E]生町とも強いつながりが見られる.このように激烈な戦いがなされたのは, 岡山県 の領土的意諭

と,兵僻県ならびに赤穂市のめんつの拙いといった感が払い.ちt.Cみに,-･般住民のうち,合併賛成

派であった人は,良いものに巻かれろ式で,今さら村八分にはなりたくない.どちらに詰いても,刺

に大して変わりはしないだろうが日生町民というよりは,赤租市民といった方がuHこえがよい.又,

反対派であった人にしても,岡山県の東の5.'[13ならは.兵坪船に入っても刊 より西の潤仁 貧乏国のこ

とだから別に赤穂市に行ってもそんなに変わるはずはない.岡山県で生まれ 岡山県に育ったのだか

ら岡山県の Lに骨なうめたい.といっ･r=YEJl棒的意見が厳く,せっかく平和にくらLていたのに,部落

/J12つに割′上 隣L)同志て･争わ左目一山 〔なLt-)なくな-,てLTJ:つた.こんなにして凍て,兵仲県につか

なけノhほなら/LL､とか.岡L=県に伐ちなけ川 .L'なr-)lCいと戦う必要けなかっ/二という考えがほとんど

である.
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要するに.一部の幹部の争いであったということができる,

この問題は,表面的には,1年数カ月前に結末がついたのだが,まだま/こ数多くの問題を含んでい

る.その内,主なものは,漁業問越と,住民間の感冊問題であろう.この調査では漁業聞魅について
はほとんど触れていない75.,越県合併の際には福漸地区は,その地先のわずかな海面のみを持って赤

穂市と合併した.ほとんどの海面J.Ii岡山LI.i･に残っていて,福浦漁民もそこて操業しているか,漁業権

の認定は,その海面を所有する県の知事か 行なうことになっている.従って岡山県に残された海面

での操業の認定権は,岡山県知事にある.過去に認定されていた操業期限が切れた後は,あらためて

岡山県知事に認定を申請しなければならない.たとえ岡山県知恥 こ申請しても,認定されなけれは操

業することができない,この点に朗して,反対派は,1回や2回は許可するかもしれないれ 年月か

たち又,知事が変わって行っ/'二日!JL∴7.,いつまでも許可してもらえるかどうかは右蛸]である.といい.

合併賛成派は,漁業:こ関しては規則よりul'【行に従 うということになっているからいつまでも操菜は

可能であるといっている.

また,佳代の感情関越(,こついても,いまだ解決していない点が多くある. 少数派で あった反対派

は,合併が行なわれて以来.敗者として,ひっそりとしている.賛成派の Iもう問鳳 よ,かたすいた

のだから,今では反対派の人をなんとも思っていないのたか- ･･C.｣ と語っているか,この言盤の

中にも何か勝者として勝ちはこったことはが感じられる.

漁業問題,住民の感Tlr●J'ruJ堰,その他種々の間組についても,その完全な解決を得る(I_は相当の長い

年月がかかることであろう.又,はたして合併し′てよかったか,悪かったのかの判定も長い年月の変

異を待ってなされるべきであろう.

(日 下 弘 海)
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